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〉
ろ
小
論
の
目
的
は
日
本
産
業
金
融
の
本
格
的
展
開
の
起
点
を
な
す
第
一
次
大
戦
期
重
化
学
エ
業
化
と
証
券
市
場
の
か
か
わ
り
を
、

そ
れ
を
に
な
っ
た
資
本
主
体
Ⅱ
「
新
興
」
財
閥
の
資
金
調
達
に
則
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

日
本
金
融
資
本
の
具
体
像
を
考
え
る
場
合
、
戦
前
期
重
化
学
工
業
化
を
め
ぐ
る
段
階
規
定
が
重
要
な
論
点
を
形
成
す
る
。
柴
垣
和
夫

氏
は
講
座
派
以
来
の
伝
統
的
な
戦
前
期
重
化
学
工
業
Ⅱ
脆
弱
説
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
金
融
を
軸
と
す
る
財
閥
・
綿
エ
業

独
占
体
か
ら
な
る
日
本
金
融
資
本
論
を
展
開
し
た
。
一
方
、
重
化
学
工
業
日
露
戦
後
Ⅱ
起
点
説
に
立
っ
て
、
大
島
清
氏
は
一
九
二
○
年

〔
Ｉ
〕
は
じ
め
に

〔
Ⅱ
〕
日
本
造
船
業
の
砿
立
と
株
式
会
社

〔
Ⅲ
〕
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
重
エ
業
多
角
化

〔
Ⅳ
〕
久
原
財
閥
の
資
金
調
達
構
造
と
持
株
会
社

第
一
次
大
戦
期
重
化
学
工
業
化
と

「
新
興
」
財
閥
の
資
金
調
達
機
構

Ｉ
は
じ
め
に

驫
見
誠
良
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代
を
中
心
に
、
機
関
銀
行
Ⅱ
救
済
銀
行
化
か
ら
慢
性
不
況
論
を
展
開
し
、
ま
た
志
村
嘉
一
氏
は
、
証
券
市
場
と
の
か
か
わ
り
に
視
点
を

定め、一九一一一○年代新興財閥・財閥公開に帰結する資本市場論を構築」漣。
こ
れ
ら
三
つ
の
す
ぐ
れ
た
仮
説
に
対
し
て
、
重
化
学
工
業
化
に
お
け
る
、
大
戦
期
・
’
九
二
○
年
代
・
一
一
一
○
年
代
の
も
つ
意
義
を
確

定
す
る
こ
と
が
、
日
本
金
融
資
本
の
総
体
的
把
握
を
果
す
う
え
で
不
可
欠
の
準
備
作
業
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一
一
○
年
代
金

融
政
策
の
展
開
に
対
す
る
と
き
、
一
一
一
仮
説
は
そ
の
意
義
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
島
救
済
銀
行
説
は
鈴
木
・
松
方
な
ど
の
神
戸
派

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
一
一
ス
ト
を
反
映
し
、
柴
垣
自
己
金
融
論
は
財
閥
・
綿
工
業
独
占
体
の
金
解
禁
即
行
論
を
反
映
し
て
い
る
。
現
実
の
一

○
年
に
わ
た
る
金
解
禁
政
策
は
両
者
の
利
害
の
う
え
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
一
方
が
他
方
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
柴
垣
氏

は
財
閥
自
己
金
融
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
原
因
を
日
本
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
の
脆
弱
性
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
現
実

の
事
態
は
、
重
化
学
工
業
化
の
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
財
閥
が
消
極
的
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
日
本
の
重
化
学
工
業
化

が
ど
の
よ
う
な
榊
造
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
た
か
は
大
島
仮
説
で
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
志
村
氏
は
、
日
露
戦
後
・
第
一
次
大
戦
期
。

一
九
三
○
年
代
の
三
つ
の
画
期
を
提
示
し
、
一
一
一
○
年
代
重
化
学
工
業
の
本
格
的
展
開
を
主
体
的
に
推
進
す
る
新
興
財
閥
の
意
義
を
あ
き

ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
新
興
財
閥
を
も
っ
て
第
一
次
大
戦
期
重
化
学
工
業
化
や
一
一
○
年
代
慢
性
不
況
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
あ
い
だ
に
重
化
学
工
業
を
に
な
う
資
本
主
体
の
帳
回
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
旧
財
閥
と
一
二
○
年
代
新
興
財
閥
を
媒
介
す
る
第
一
次

大
戦
期
重
化
学
工
業
化
を
推
進
す
る
資
本
主
体
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
義
を
に
な
う
資
本
主
体
は
、
神
戸

派
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
称
さ
れ
る
、
鈴
木
・
松
方
・
久
原
・
浅
野
・
古
河
な
ど
の
非
支
配
的
な
一
一
．
三
流
の
投
機
的
冒
険
的
資

、
、
、
、
、

本
家
群
Ⅱ
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
に
他
な
ら
な
い
。

旧
財
閥
は
政
府
海
運
Ⅱ
造
船
育
成
政
策
を
棺
粁
と
し
て
、
流
通
主
導
の
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
と
発
展
を
と
げ
、
日
露
戦
後
に
は
日
本

重
エ
業
の
産
業
基
軸
を
な
す
造
船
業
は
証
券
市
場
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
期
を
む
か
え
、
日
本
郵
船
ｌ
三
菱
長
崎
造
船
所
。
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大
阪
商
船
ｌ
大
阪
鉄
工
所
の
一
一
大
規
模
体
制
を
確
立
し
、
早
期
に
独
占
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
展
開
の
典
型
的
事
例
と

し
て
第
二
章
に
お
い
て
大
阪
商
船
ｌ
大
阪
鉄
工
所
の
資
金
調
達
構
造
を
検
討
し
、
大
戦
期
重
化
学
工
業
の
投
資
行
動
が
、
集
積
に
よ
る

「
自
己
金
融
」
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

大
戦
の
勃
発
は
第
三
章
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
流
通
基
盤
の
崩
壊
を
ひ
き
お
こ
し
、
投
機
的
商
業
資
本
を
牽
引
力
と
す
る
貿
易
↓

海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
へ
と
深
化
す
る
分
業
体
系
を
主
軸
と
し
、
合
理
化
を
推
進
力
と
す
る
電
力
↓
電
機
・
化
学
へ
と
深
化
す
る
技
術
合

理
的
な
分
業
体
系
を
副
軸
と
す
る
重
化
学
工
業
化
を
惹
起
し
た
。
こ
の
貿
易
を
起
点
と
す
る
投
機
的
な
重
化
学
新
市
場
に
対
し
、
旧
財

閥
は
消
極
的
な
堅
実
な
拡
大
方
針
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
鈴
木
商
店
を
典
型
と
す
る
非
支
配
的
な
投
機
的
資
本
群
が
秋
極
的
に
参
入
し
、

短
期
間
の
う
ち
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
重
化
学
工
業
多
角
化
の
投
資
資
金
は
ど
の

よ
う
に
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
典
型
を
な
す
久
原
財
閥
の
公
募
増
資
を
軸
と
す
る
社
会
的
資
金
集
中
機
構
を
第
四
章
に
お

い
て
析
出
す
る
。
政
府
の
保
謎
政
策
に
支
え
ら
れ
て
、
大
戦
前
に
す
で
に
早
期
的
に
成
立
し
た
旧
財
閥
を
中
心
と
す
る
独
占
体
は
、
大

戦
期
重
化
学
工
業
化
に
消
極
的
方
針
を
堅
持
し
、
割
当
増
資
形
態
を
旋
回
軸
と
す
る
集
積
に
も
と
づ
く
「
自
己
金
融
」
的
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
金
融
を
展
開
し
た
の
に
対
し
、
大
戦
期
重
工
業
「
新
興
」
財
閥
は
証
券
市
場
を
基
礎
に
、
公
募
形
態
を
積
極
的
に
採
用
し
て
社
会
的

に
資
金
を
集
中
す
る
開
か
れ
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
金
融
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
大
戦
期
証
券
市
鰯
は
公
募
形
態
を
生
み
だ
し
た
と

は
い
え
、
そ
れ
は
割
当
増
資
形
態
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
っ
て
か
わ
り
自
立
的
展
開
を
と
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
「
新
興
」
財
閥
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
金
融
に
、
特
株
会
社
と
基
幹
産
業
資
本
自
体
の
持
株
会
社
化
と
い
う
二
元
的
不
安
定
性

を
内
蔵
せ
し
め
た
が
、
こ
の
財
閥
形
態
が
も
つ
二
元
的
不
安
定
は
、
一
九
一
一
○
年
代
慢
性
不
況
に
お
け
る
有
価
証
券
に
貫
徹
す
る
価
値

破
壊
の
重
圧
の
な
か
で
止
揚
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
展
開
は
、
久
原
合
名
会
社
か
ら
日
本
産
業
株
式
会
社
へ
の
持
株
会
社
形
態
の
転
回
に

集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
が
、
造
船
・
鉄
鋼
を
基
軸
と
す
る
流
通
主
導
の
投
機
的
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
か
ら
、
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電
機
ｂ
化
学
を
基
軸
と
す
る
技
術
合
理
的
な
一
九
一
一
一
○
年
代
新
興
財
閥
へ
の
再
編
・
転
回
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
展
望
す
る
。

（
１
）
柴
垣
和
夫
『
日
本
金
融
資
本
分
析
』
大
島
清
『
日
本
恐
慌
史
』
縞
志
村
嘉
一
『
日
本
資
本
市
場
分
析
』
。
こ
の
小
論
で
は
重
工
業
「
新
興
」

財
閥
の
資
金
調
達
機
構
の
析
出
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
証
券
市
場
の
構
造
に
つ
い
て
は
直
接
検
討
さ
れ
な
い
．
こ
こ
で
は
「
新
興
」
財
閥
と
い
う

概
念
に
対
し
て
大
戦
期
の
投
機
的
資
本
群
を
考
え
一
九
三
○
年
代
新
興
財
閥
と
異
な
っ
た
木
資
類
型
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て

お
く
。

〔
１
〕

明
治
前
期
日
本
資
本
主
義
は
、
国
家
主
導
の
も
と
に
海
運
Ⅱ
日
本
郵
船
・
大
阪
商
船
、
官
営
払
下
げ
に
よ
っ
て
造
船
Ⅱ
三
菱
長
崎
・

川
崎
造
船
所
の
礎
を
す
え
、
そ
の
上
で
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
航
海
・
造
船
奨
励
法
を
定
め
、
海
運
主
導
の
海
運
Ⅱ
造
船
育
成
政

策
を
う
ち
だ
し
た
。
こ
の
新
た
な
段
階
に
対
応
す
べ
く
、
払
下
げ
官
営
兵
庫
造
船
所
を
基
礎
と
す
る
政
商
Ⅱ
川
崎
造
船
所
は
「
工
場
設

備
の
大
幅
な
近
代
化
」
を
迫
ら
れ
た
。
こ
の
大
規
模
近
代
化
投
資
に
と
も
な
う
資
金
的
要
謂
は
「
個
人
企
業
か
ら
株
式
会
社
ど
の
改

組
を
先
駆
的
に
導
入
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
証
券
市
場
は
未
だ
形
成
途
上
に
あ
り
、
起
業
発
行
株

主
は
一
八
名
に
す
ぎ
ず
、
共
同
出
資
的
色
彩
を
強
く
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
八
九
九
年
（
明
治
一
一
一
一
一
年
）
航
海
奨
励
法
改
正

（
２
）
 

に
よ
る
造
船
保
鞭
強
化
、
日
露
戦
争
に
よ
る
大
型
建
造
に
と
も
な
う
二
回
の
増
資
に
よ
っ
て
株
主
は
七
二
六
名
へ
と
拡
大
し
、
擬
制
資

本
市
場
と
の
結
合
は
本
鑓
格
化
す
る
。

政
商
的
払
下
げ
を
基
礎
と
す
る
川
崎
造
船
所
に
お
け
る
明
治
一
一
九
年
航
海
奨
励
法
を
契
機
と
す
る
株
式
会
社
形
式
の
先
駆
的
導
入
に

対
し
て
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
民
需
を
譲
露
と
す
る
民
間
造
船
資
本
Ⅱ
大
阪
鉄
工
所
は
一
九
○
九
年
（
明
治
四
一
一
年
）
遠
洋
航
路
補
助

Ⅱ
日
本
造
船
業
の
確
立
と
株
式
会
社
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こ
う
し
て
大
阪
商
船
は
一
転
し
て
川
崎
造
船
所
に
次
ぐ
大
阪
鉄
工
所
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
当
時
の
大
阪
鉄
工
所
は
三
千
ト
ン
級
ま

で
の
中
型
船
を
軸
と
し
、
大
型
優
秀
船
の
建
造
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
経
営
は
苦
し
く
、
巨
額
の
大
規
模
Ⅱ
合
理
化
投
資
に
よ
る
一

大
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
大
阪
商
船
ｌ
大
阪
鉄
工
所
と
い
う
大
阪
民
間
資
本
に
よ
る
垂
直
分
業
体
制
の
確
立
を
み
る
。
し

か
し
こ
の
体
制
は
彪
大
な
大
規
模
Ⅱ
合
理
化
投
資
を
前
提
し
て
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
鉄
工
所
は
日
露
戦
後

の
経
営
危
機
の
な
か
で
香
港
上
海
銀
行
に
五
百
万
円
に
も
の
ぼ
る
巨
額
の
借
入
金
を
県
税
し
て
い
た
。
香
港
上
海
銀
行
は
固
定
化
す
る

法
を
契
機
に
擬
制
資
本
市
場
の
一
環
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

日
本
郵
船
・
大
阪
商
船
と
い
う
二
大
独
占
を
擁
す
る
に
至
っ
た
日
本
資
本
主
義
は
明
治
四
二
年
遠
洋
航
路
補
助
法
に
よ
っ
て
指
定
航

（
３
）
 

路
に
お
い
て
国
内
新
造
船
舶
を
優
遇
し
、
保
護
の
対
象
を
海
運
か
ら
造
船
へ
と
比
重
を
移
し
て
い
っ
た
。
こ
の
政
策
移
行
に
対
し
外
航

中
心
の
国
策
的
な
日
本
郵
船
は
三
菱
長
崎
造
船
所
と
結
び
独
占
的
安
定
を
維
持
し
た
が
、
近
海
を
軸
と
す
る
自
生
的
大
阪
民
間
資
本
Ⅱ

大
阪
商
船
は
遠
洋
航
路
へ
の
参
入
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。
一
九
○
九
年
香
港
タ
コ
マ
線
を
か
わ
き
り
に
ポ
ン
ペ
イ
、
欧
州
航
路
と

積
極
的
に
開
設
し
同
盟
と
激
烈
な
競
争
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
成
否
は
な
に
よ
り
も
大
型
優
秀
船
の
建
造
に
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
日
露
戦
後
の
六
千
’
一
万
ト
ン
級
大
型
高
速
船
建
造
の
要
請
に
対
し
大
阪
商
船
は
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
、
三
菱
長
崎
造
船
所
と
、

一
九
○
六
年
以
来
一
万
ト
ン
船
台
を
も
つ
に
至
っ
た
川
崎
造
船
所
に
三
分
し
て
発
注
し
た
が
、
遠
洋
航
路
補
助
法
の
適
用
外
に
は
ず
さ

れ
た
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
日
本
郵
船
ｌ
三
菱
長
崎
造
船
所
に
匹
敵
す
る
安
定
的
な
垂
直
分
業

（
４
）
 

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
阪
商
船
は
「
海
運
業
と
造
船
業
と
の
総
合
経
営
を
計
画
」
し
、

（
５
）
 

そ
の
連
繋
合
併
先
と
し
て
一
万
ト
ン
級
大
型
船
建
造
可
能
な
川
崎
造
船
所
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
し
か
し
こ
の
交
渉
は
失
敗
に
終
り
、

川
崎
造
船
所
は
こ
れ
に
よ
っ
て
独
占
Ⅱ
大
阪
商
船
と
の
連
繋
を
失
い
、
そ
れ
以
降
社
外
船
グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
し
て
苦
難
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
。
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應
大
な
資
本
信
用
を
回
収
し
流
動
性
を
回
復
す
る
方
途
を
強
く
求
め
、
大
阪
商
船
を
パ
ッ
ク
と
す
る
大
規
模
Ⅱ
合
理
化
投
資
の
強
い
要

請
は
、
ハ
ン
タ
ー
（
範
多
）
家
の
個
人
会
社
Ⅱ
大
阪
鉄
工
所
が
も
つ
資
金
的
限
界
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
資
金
的
限
界

を
う
ち
や
ぶ
る
た
め
に
大
阪
鉄
工
所
は
範
多
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
一
九
一
四
年
四
月
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
こ
の
本
格
的
民
間
造
船

資
本
Ⅱ
大
阪
鉄
工
所
の
擬
制
資
本
市
場
と
の
結
合
に
も
と
ず
く
大
規
模
体
制
の
確
立
は
、
日
本
造
船
業
確
立
の
重
大
な
画
期
を
な
す
。

大
阪
鉄
工
所
は
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
に
さ
い
し
て
、
範
多
家
か
ら
旧
大
阪
鉄
工
所
の
資
産
お
よ
び
負
債
い
っ
さ
い
を
五
百
万
円

で
買
収
し
、
そ
の
う
ち
三
百
万
円
を
株
券
で
、
一
五
○
万
円
を
社
債
の
募
集
に
よ
っ
て
、
残
り
を
現
金
で
支
払
っ
た
。
筋
多
家
の
所
有

す
る
大
阪
鉄
工
所
資
産
は
半
額
払
込
済
一
二
万
株
か
ら
な
る
擬
制
資
本
に
代
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
発
行
株
式
を
範
多
家
が
独

占
す
る
こ
と
は
組
織
変
更
の
意
義
を
否
定
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
こ
こ
に
株
式
流
動
化
の
方
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
株
式
流
動
化
の
第
一
段
階
と
し
て
範
多
家
は
、
所
有
株
式
の
一
部
を
大
阪
商
船
系
重
役
・
大
阪
鉄
工
所
職
員
に
負
担
さ
せ
、
共

同
出
資
的
株
式
会
社
と
な
る
。
共
同
経
営
者
た
る
べ
き
大
阪
商
船
は
自
ら
直
接
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
、
派
遣
重
役
の
個
人
所
有

と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
企
業
支
配
を
め
ざ
し
た
法
人
所
有
と
い
う
よ
り
は
流
動
化
を
前
提
と
し
た
個
人
所
有
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
う
し
て
株
式
一
二
万
株
は
範
多
家
・
大
阪
商
船
系
重
役
・
大
阪
鉄
工
所
職
員
に
三
分
さ
れ
、
共
同
出
資
的
性
格
を
強
く
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
大
阪
鉄
工
所
の
株
式
会
社
化
が
大
規
模
設
備
投
資
に
必
要
な
彪
大
な
資
金
を
証
券
市
場
か
ら
社
会
的
に
集
中

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
以
上
、
こ
の
共
同
出
資
的
株
式
会
社
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
第
二
段
階
と
し
て
、
範
多
家
お
よ
び
大
阪
商
船
系
重
役
が
い
っ
た
ん
保
有
し
た
株
式
の
一
部
を
一
般
に
売
出
し
、
市
場
に
流

通
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
「
株
式
の
大
部
分
は
現
重
役
側
の
所
有
す
る
所
に
て
余
り
に
持
株
主
の
一
方
に
偏
せ
る
に
よ
り
内
二
万
株
を

（
７
）
 

肩
代
の
意
味
に
て
黒
川
・
野
村
・
高
木
・
竹
原
の
四
現
物
団
に
て
引
受
け
、
更
に
四
現
物
団
よ
り
一
般
売
出
を
為
し
た
り
」
と
勃
興
す

る
現
物
団
を
媒
介
に
し
て
積
極
的
に
擬
制
資
本
の
流
動
化
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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〔
２
〕

大
戦
直
前
に
政
商
一
一
一
菱
グ
ル
ー
プ
日
本
郵
船
ｌ
三
菱
長
崎
造
船
所
と
な
ら
ん
で
、
大
阪
民
間
資
本
グ
ル
ー
プ
大
阪
商
船
ｌ
大
阪
鉄
工

所
か
ら
な
る
大
規
模
連
繋
体
制
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。
遠
洋
航
路
補
助
法
に
支
え
ら
れ
て
積
極
的
に
太
平
洋
・
欧
州
諸
航
路
に
参
入

す
る
に
際
し
、
大
阪
商
船
グ
ル
ー
プ
は
尼
大
な
固
定
資
本
投
資
々
金
を
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
強
固
な
海
運
独
占
体
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
た
大
阪
商
船
は
こ
の
激
し
い
「
資
本
不
足
」
に
対
し
、
大
戦
ブ
ー
ム
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
的
高
利
潤
の
な
か
で
、
大
戦
期

「
自
己
金
融
化
」
政
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

白
熱
す
る
イ
ン
フ
レ
下
の
海
運
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
大
阪
商
船
は
ま
ず
》
樫
仙
償
却
を
加
速
化
し
て
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
過
大
化
し
た
船

こ
う
し
て
大
阪
鉄
工
所
の
株
式
会
社
化
は
出
発
点
に
お
い
て
範
多
家
的
個
人
の
現
物
出
資
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
、
社
会
的
資
金

集
中
の
要
請
か
ら
、
日
露
戦
後
飛
躍
的
発
展
を
と
げ
た
現
物
団
と
む
す
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
的
で
は
あ
れ
公
募
形
態
を
採
用
し
て

い
っ
た
。
日
露
戦
後
、
日
本
造
船
Ⅱ
重
工
業
資
本
は
証
券
市
場
の
資
金
循
環
に
く
み
こ
ま
れ
る
に
至
っ
た
が
、
大
戦
期
に
お
け
る
実
質

的
な
現
物
団
引
受
公
募
形
態
の
採
用
は
、
日
本
に
お
け
る
擬
制
資
本
市
場
の
本
格
的
展
開
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）
『
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
社
史
』
五
四
頁

（
２
）
『
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
社
史
年
表
・
譜
表
』
三
三
四
頁

（
３
）
海
事
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
安
藤
良
雄
編
『
日
本
経
済
政
策
史
論
上
』
「
第
四
章
明
治
後
期
の
海
事
政
策
」
（
井
上
洋
一
郎
稿
）
参
照
。

（
４
）
『
日
立
造
船
株
式
会
社
七
五
年
史
』
七
五
頁

（
５
）
宇
田
川
勝
「
日
産
財
閥
成
立
前
史
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
下
）
」
（
量
悸
営
志
秣
』
九
巻
四
号
一
○
四
頁
）

（
６
）
杉
山
和
雄
「
造
船
企
業
金
融
史
の
一
考
察
」
含
金
融
経
済
』
一
○
○
号
一
七
一
頁
）
大
戦
期
大
阪
鉄
工
所
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
こ
の

（
４
）
『
日
立
造
船
株
式
会
社
七
五
年

（
５
）
宇
田
川
勝
「
日
産
財
閥
成
立
》

（
６
）
杉
山
和
雄
「
造
船
企
業
金
融
串

す
ぐ
れ
た
論
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
『
銀
行
通
信
録
』
大
正
四
年
一

信
録
』
大
正
四
年
一
○
月
二
○
日
一
○
七
頁
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こ
の
よ
う
な
著
し
い
内
部
資
金
の
充
実
は
商
船
の
資
産
内
容
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
。
積
立
金
は
大
戦
前
一
九
一
○
年
か
ら
す
で
に

増
大
を
開
始
し
、
大
戦
期
に
至
っ
て
激
増
す
る
。
大
戦
前
一
九
一
○
年
に
は
積
立
金
は
払
込
資
本
金
の
一
五
％
の
一
一
五
三
万
円
に
と
ど

ま
り
、
負
債
項
目
の
中
心
を
占
め
る
社
債
は
積
立
金
の
三
倍
に
及
ん
で
い
た
。
一
四
年
末
に
い
た
る
と
、
預
立
金
は
七
一
一
五
万
円
と
、

社
債
六
七
八
万
円
を
凌
駕
し
、
払
込
資
本
金
の
四
割
に
達
し
た
。
さ
ら
に
大
戦
ブ
ー
ム
の
進
展
と
と
も
に
激
増
し
、
一
九
一
七
年
に
は

払
込
資
本
金
を
も
凌
駕
し
、
一
九
年
に
は
そ
の
一
・
七
倍
の
七
、
三
五
八
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
き
な
重
圧
を
な

し
て
い
た
社
債
は
僅
か
に
一
一
一
五
○
万
円
へ
と
低
減
し
、
一
一
○
年
末
に
は
つ
い
に
ゼ
ロ
に
消
失
す
る
。
（
第
一
表
参
照
）

さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
膨
張
す
る
企
業
利
得
を
社
内
に
留
保
す
る
た
め
に
船
舶
保
険
積
立
金
・
船
舶
修
繕
積
立
金
を
引
上
げ
、

船
舶
整
理
資
金
・
事
業
拡
張
資
金
・
配
当
準
備
金
勘
定
を
設
定
し
て
、
一
九
一
四
年
上
期
か
ら
一
一
○
年
上
期
に
至
る
六
年
間
に
取
得
し

た
企
業
（
当
期
）
利
益
金
二
○
、
七
一
○
万
円
の
ほ
ぼ
七
割
に
あ
た
る
一
四
、
三
六
六
万
円
を
社
内
に
留
め
た
。
明
治
四
一
一
年
遠
洋
航
路

補
助
法
以
来
、
大
戦
前
す
で
に
「
盗
本
不
足
」
に
直
面
し
て
い
た
大
阪
商
船
は
大
戦
直
前
に
は
当
期
利
益
金
の
七
割
（
純
益
金
の
五

割
）
を
内
部
に
留
保
し
、
配
当
性
向
の
低
下
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
戦
期
ブ
ー
ム
の
な
か
に
お
い
て
も
》
ろ
水
準
は
安
定
的
に
維
持
さ

舶
代
価
の
切
り
下
げ
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
て
い
｛
樫
・
船
舶
原
価
の
百
分
の
五
三
○
年
償
却
）
を
原
則
と
す
る
減
価
償
却
は
一

九
一
五
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
一
定
し
て
い
た
が
、
一
六
年
上
期
か
ら
船
舶
特
別
償
却
金
と
し
て
一
五
○
万
円
添
計
上
さ
れ
て
以
来
、
一

七
年
下
期
ま
で
に
合
計
八
○
○
万
円
計
上
さ
れ
、
一
八
年
上
期
か
ら
は
新
造
船
々
価
特
別
償
却
金
勘
定
の
も
と
に
一
一
○
年
上
期
ま
で
に

計
三
一
一
五
○
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
償
却
率
は
一
七
年
に
は
一
六
％
、
一
八
年
に
は
つ
い
に
七
一
％
（
一
七
八
○
万
円

と
い
う
驚
異
的
な
償
却
を
敢
行
し
、
翌
一
九
年
に
も
三
○
％
を
維
持
し
、
こ
の
一
一
ヶ
年
で
一
○
○
％
償
却
を
果
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

れ
た
の
で
あ
る
。

るす
０－グ
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第一表大阪商船の財務表

７
 

６
 

５
 

４
 

３
 

２
 

１
 

０
 

〈
千
万
円
）

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 皿 1４ l5fl§ 
(大正）

※積立金は『大阪商船５０年史』５３２頁より。年度別。
残り三項目は『東洋経済株式会社年鑑』より。半期ごと。

大
戦
期
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
彪
大
な
企
業
利
潤
が
確
保
さ

れ
る
状
況
の
な
か
で
、
海
運
国
際
カ
ル
テ
ル
の
う
ち
に
参
入

し
独
占
体
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
大
阪
商
船
は
、
そ
の
資
金

調
達
と
し
て
、
減
価
償
却
の
加
速
化
・
配
当
性
向
の
低
位
安

定
化
・
外
部
負
債
の
縮
減
を
敢
行
し
、
自
己
金
融
化
を
体
現

し
て
い
っ
た
が
、
他
方
で
三
度
に
及
ぶ
増
資
を
矢
つ
ぎ
ば
や

に
敢
行
し
、
資
本
金
は
一
、
六
五
○
万
円
か
ら
一
億
円
へ
と

拡
大
し
、
実
に
八
、
三
五
○
万
円
と
い
う
巨
額
の
資
金
を
社

会
的
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
三
度
に
わ
た
る

増
資
は
、
公
募
形
態
は
と
ら
れ
ず
、
株
主
割
当
形
態
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
利
潤
配
分
・
回
流
過
程
に
視
点
を
定

め
る
と
、
こ
の
割
当
増
資
は
社
会
的
に
資
金
を
集
中
す
る
と

い
う
よ
り
も
自
己
金
融
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
る
。

第
一
回
目
の
増
資
は
一
九
一
四
年
八
月
一
、
六
五
○
万
円

か
ら
二
、
四
七
五
万
円
へ
旧
株
一
対
新
株
一
の
割
当
形
態
で

行
わ
れ
た
が
こ
の
増
資
が
不
況
下
に
断
行
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
割
当
形
態
は
共
同
出
資
者
に
対
す
る
追
徴
と
い
う
性
格
を

帯
び
た
。
そ
れ
は
、
経
営
に
大
き
な
負
担
と
な
る
社
債
Ⅱ
外
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部
負
債
を
増
資
に
よ
っ
て
自
己
資
本
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

第
二
回
目
は
一
九
一
七
年
八
月
大
戦
ブ
ー
ム
の
な
か
で
五
千
万
円
へ
の
増
資
を
行
っ
た
。
増
資
五
○
万
五
千
株
の
半
分
は
旧
株
一
一
に

新
株
一
の
割
合
で
株
主
に
割
当
て
、
の
こ
り
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
で
一
般
に
公
募
さ
れ
た
。
大
戦
初
期
か
ら
一
割
配
当
を
続
け
、
大
戦
海

運
ブ
ー
ム
の
進
行
と
と
も
に
一
六
年
下
期
三
割
、
一
七
年
上
期
四
割
の
高
配
当
を
実
施
す
る
に
つ
れ
、
株
価
は
一
九
一
五
年
平
均
七
二

円
か
ら
一
七
年
平
均
一
二
○
円
へ
と
上
鼎
哩
、
更
に
増
資
が
予
定
さ
れ
る
や
、
割
当
増
資
に
と
も
な
う
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
獲
得
す
ぺ

く
株
主
の
需
要
は
殺
到
す
る
。
一
九
一
六
年
四
、
七
一
一
一
七
名
で
あ
っ
た
株
主
は
一
七
年
に
は
実
に
倍
増
し
一
○
、
一
四
一
一
名
と
一
万
の
大

台
を
趣
謹
、
一
般
公
募
に
よ
っ
て
「
会
社
自
体
」
が
手
に
し
た
額
面
超
過
額
は
一
、
八
五
一
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
こ
の
場
合
の
株

主
割
当
形
態
は
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
株
主
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
株
主
層
を
開
拓
す
る
と
い
う
意
義
を
も
っ
た
と
い
え
よ

う
。
ま
た
公
募
形
態
は
割
当
形
態
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
た
擬
制
資
本
市
場
の
う
え
で
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
「
会
社
自
体
」
も

参
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
あ
く
ま
で
も
株
主
割
当
形
態
に
付
随
す
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
割
当
増
資
が
一
、
一
一
六
一
一
万
五
千
円
で
、
そ
れ
が
一
九
一
四
年
増
資
か
ら
一
七
年
ま
で
累
積
配
当
額
一
、
三
一
一
一
万
円
に
ほ

ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
会
社
は
増
資
に
あ
た
っ
て
ま
ず
社
外
流
出
Ⅱ
配
当
金
に
相
当
す
る
部
分
を
割
当
増
資
と
し
、
不
足

部
分
を
公
募
に
依
存
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
割
当
増
資
の
機
能
は
「
二
割
配
当
・
五
年
後
倍
額
増
資
」
な
る
典
型
的

事
例
で
あ
き
ら
か
な
ど
と
く
、
自
ら
が
生
み
だ
し
、
配
当
と
し
て
い
っ
た
ん
流
出
せ
し
め
た
利
潤
を
「
会
社
自
体
」
が
再
徴
収
し
て
自

己
資
本
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
割
当
増
資
は
形
の
う
え
で
は
、
い
っ
た
ん
配
当
さ
れ
、
割
当
を
拒
否
す
る
自
由
を
株
主
が
も

っ
て
い
る
点
で
自
己
金
融
と
は
い
え
な
い
が
、
実
質
的
に
は
会
社
自
ら
が
生
み
だ
し
た
利
潤
を
社
外
に
流
出
霧
散
す
る
こ
と
を
阻
止
す

る
点
に
お
い
て
、
自
己
金
融
と
同
一
の
機
能
を
果
す
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
割
当
増
資
の
自
己
金
融
的
性
格
が
強
ま
る
と
、
「
会
社

自
体
」
に
と
っ
て
は
、
配
当
と
は
自
己
資
本
化
さ
れ
る
も
の
と
し
て
内
部
留
保
の
一
変
型
と
し
て
意
識
さ
れ
、
次
第
に
証
券
市
場
を
迂
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回
す
る
配
当
と
い
う
媒
介
項
は
後
退
し
、
配
当
性
向
は
低
下
す
る
。

（
５
）
 

こ
の
割
当
増
資
が
も
つ
自
己
金
融
的
性
格
は
第
三
回
目
の
増
資
に
お
い
て
、
さ
ら
に
明
瞭
な
進
ん
だ
形
態
を
と
る
。
増
資
分
五
千
万

円
の
調
達
は
旧
株
一
○
対
新
株
九
の
割
合
で
九
○
万
株
を
割
当
て
て
、
一
九
一
七
年
下
期
か
ら
一
九
年
増
資
に
至
る
配
当
総
額
四
四

○
七
万
円
を
再
徴
収
し
、
不
足
分
一
○
○
万
円
は
残
り
一
○
万
株
を
功
労
株
と
し
て
積
立
金
と
り
く
ず
し
に
よ
っ
て
社
員
に
無
償
で
割

当
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
社
内
留
保
の
蓄
翻
を
軸
と
す
る
自
己
金
融
の
進
展
に
よ
っ
て
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
取
得
を
め
ざ
し
た
公
募
形

態
は
消
失
し
、
積
立
金
と
り
く
ず
し
に
よ
る
無
償
割
当
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
配
当
流
出
金
の
割
当
増
資
に
よ
る
自
己
資

本
化
と
、
樹
立
金
の
自
己
資
本
化
に
よ
っ
て
、
会
社
が
生
み
だ
し
た
利
潤
は
全
て
「
会
社
自
体
」
の
自
己
資
本
に
体
化
さ
れ
、
ま
た

「
会
社
自
体
」
の
拡
大
再
生
産
に
必
要
な
資
金
は
全
て
目
ら
が
生
み
だ
し
た
利
潤
の
転
成
し
た
も
の
と
い
う
株
式
会
社
に
お
け
る
自
己

金
融
の
ひ
と
つ
の
極
地
を
呈
す
る
。

一
方
で
証
券
投
資
家
を
ひ
き
つ
け
証
券
市
場
を
拡
大
し
な
が
ら
、
同
時
に
企
業
が
自
ら
生
み
だ
す
利
潤
を
社
外
へ
流
出
す
る
こ
と
を

（
６
）
 

防
止
し
、
利
潤
の
回
流
・
再
投
資
を
確
保
す
る
と
い
う
二
重
の
機
能
を
も
つ
割
当
増
資
形
態
は
、
日
本
の
よ
う
に
蓄
積
基
盤
が
浅
く
、

証
券
市
場
が
未
確
立
な
段
階
に
最
も
適
合
的
な
形
態
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
割
当
増
資
を
媒
介
に
し
て
、
自
己
利
潤
の
集
積
に

よ
っ
て
拡
大
再
生
産
を
は
か
る
と
い
う
特
殊
な
限
定
づ
き
の
「
自
己
金
融
化
」
の
展
開
が
早
期
的
に
出
現
す
る
。

貨
幣
資
本
蓄
積
が
浅
い
後
進
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
証
券
市
場
は
形
成
さ
れ
ず
、
資
金
を
社
会
的
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
い
。
日
本
に
お
け
る
株
式
会
社
は
流
通
上
に
群
生
浮
上
す
る
商
業
的
資
本
の
狭
い
範
囲
で
の

結
合
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
的
性
格
を
強
く
も
た
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
で
の
割
当
増
資
は
共
同
出
資
者
に
対
す
る
半
強
制
的
な
増

徴
と
い
う
形
を
と
り
、
分
割
払
込
制
の
延
長
と
い
う
意
味
あ
い
を
も
っ
た
。
次
に
、
平
均
的
な
利
潤
が
確
保
さ
れ
る
段
階
に
至
る
と
、

株
価
は
額
面
を
超
え
、
新
株
引
受
権
の
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
こ
で
の
割
当
増
資
は
、
新
株
引
受
権
を
株
主
に
与
え
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
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以
上
の
よ
う
に
割
当
増
資
形
態
を
展
開
軸
と
し
て
、
証
券
市
場
の
確
立
以
前
に
早
期
的
に
自
己
金
融
を
生
み
だ
す
日
本
証
券
市
場
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

段
階
的
特
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
》
』
と
が
で
き
る
。
割
当
増
資
が
果
す
一
一
つ
の
機
能
は
大
戦
期
増
資
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
証
券
市
場
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

飛
躍
的
拡
大
と
自
己
金
融
化
の
重
層
的
展
開
と
し
て
発
現
し
た
。
｝
｝
の
重
層
的
展
開
の
な
か
で
自
己
金
融
化
を
よ
り
強
く
反
映
し
た
の

が
、
大
戦
前
に
す
で
に
早
期
的
に
独
占
を
砿
立
し
た
旧
財
閥
系
企
業
や
綿
工
業
独
占
体
で
あ
り
、
公
募
形
態
を
種
極
的
に
採
用
し
て
社

会
的
資
金
集
中
機
能
を
よ
り
強
く
反
映
し
た
の
が
大
戦
期
に
勃
興
す
る
「
新
興
」
財
閥
系
企
業
で
あ
っ
た
。
種
立
金
を
と
り
く
ず
し
て

無
償
割
当
増
資
を
行
う
綿
工
業
独
占
体
は
、
割
当
増
資
形
態
に
よ
る
自
己
金
融
化
コ
ー
ス
の
典
型
的
展
開
を
な
し
、
傘
下
企
業
の
増
資

払
込
を
財
閥
本
社
に
累
税
す
る
配
当
金
に
よ
っ
て
調
達
す
る
株
式
非
公
開
旧
財
閥
の
「
自
己
金
融
」
は
、
割
当
増
資
が
も
つ
自
己
金
融

的
性
格
の
前
期
的
発
現
に
他
な
ら
な
い
。

畠
番
向
の
形
態
で
あ
る
。

ム
を
誘
因
に
し
て
資
金
の
社
会
的
集
中
機
総
を
保
持
・
拡
大
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資
金
源
で
あ
る
利
潤
を
社
外
に
霧
散
さ
せ

る
こ
と
な
く
自
己
資
本
化
す
る
と
い
う
二
重
の
効
果
を
果
す
。
と
く
に
日
本
の
よ
う
に
証
券
市
場
が
確
立
し
な
い
う
ち
に
早
期
的
に
独

占
化
が
進
行
し
利
潤
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
資
金
調
達
の
源
泉
は
利
潤
の
再
徴
収
と
い
う
割
当
増
資
に
大
き
く
依
存
す

る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
資
金
の
社
会
的
集
中
は
全
面
的
に
後
退
し
、
拡
大
再
生
産
に
必
要
な
資
金
は
自
ら
生
み
だ
し
た
利
潤
を
回

収
し
、
再
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
。
集
中
を
と
も
な
わ
ず
、
集
積
を
た
よ
り
に
拡
大
再
生
産
が
展
開
さ
れ
る
に
と
も
な

い
、
利
潤
は
自
己
資
本
化
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
と
把
握
さ
れ
、
い
っ
た
ん
配
当
し
て
か
ら
再
徴
収
す
る
と
い
う
媒
介
過
程
が
次
第
に
排
除

さ
れ
て
、
配
当
性
向
は
低
下
し
、
利
潤
は
直
接
に
会
社
内
部
に
留
保
さ
れ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
自
己
金
融
化
が
進
み
積
立
金
が
増
加
す
る

に
と
も
な
い
。
割
当
増
資
形
態
は
無
償
割
当
増
資
と
い
う
自
己
金
融
的
形
態
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
は
無
償
割
当
を
誘
因
と
し
て

新
た
な
株
主
層
を
創
出
し
な
が
ら
、
利
潤
を
直
接
自
己
資
本
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
割
当
増
資
形
態
を
軸
と
す
る
「
自
己
金
融
化
」
の
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大
阪
商
船
を
パ
ッ
ク
に
大
規
模
体
制
確
立
の
第
一
歩
を
第
一
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
る
空
前
の
海
運
Ｉ
造
船
ブ
ー
ム
と
い
う
好
条
件
の

な
か
で
踏
み
だ
し
た
大
阪
鉄
工
所
は
開
戦
一
年
後
の
一
九
一
五
年
に
す
で
に
一
八
年
ま
で
の
四
年
間
分
の
建
造
注
文
を
う
け
、
さ
ら
に

大
規
模
拡
張
計
画
を
う
け
て
、
大
阪
商
船
か
ら
毎
年
一
一
万
屯
か
ら
一
一
万
七
千
五
百
屯
、
久
原
系
の
船
舶
ブ
ロ
ー
カ
ー
日
本
汽
船
か
ら
毎

年
五
万
屯
か
ら
六
万
屯
に
及
ぶ
長
期
的
な
大
量
注
文
契
約
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。
大
戦
初
期
の
一
九
一
五
・
六
年
に
お
け
る
大
阪
商
船
の

新
造
船
は
五
千
ト
ン
以
上
の
大
型
船
で
あ
っ
た
た
め
川
崎
造
船
所
に
発
注
さ
れ
た
が
、
一
九
一
七
年
一
万
屯
建
造
が
可
能
な
桜
島
工
場

尼
大
な
固
定
資
本
を
要
し
な
い
綿
工
業
独
占
体
は
早
期
に
無
償
割
当
増
資
と
い
う
自
己
金
融
の
成
熟
し
た
段
階
に
到
達
し
た
が
、
遠

洋
航
路
参
入
を
め
ざ
し
大
阪
鉄
工
所
と
大
規
模
分
業
体
系
を
構
築
し
、
應
大
な
固
定
資
本
投
資
を
投
下
し
て
い
っ
た
大
阪
商
船
は
ひ
ろ

く
資
金
を
社
会
的
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
配
当
の
再
徴
収
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味
で
は
あ

れ
、
「
自
己
金
融
」
体
制
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
大
戦
期
大
阪
商
船
の
多
角
化
戦
略
を
検
討
し
、
自
ら
の

独
占
力
を
強
化
す
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
投
資
す
る
非
投
機
的
・
安
定
的
な
投
資
行
動
が
、
海
運
独
占
体
Ⅱ
大
阪
商
船
の
造
船
Ⅱ
重
工
業

参
入
を
阻
止
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

（
１
）
大
阪
商
船
・
大
阪
鉄
工
所
の
財
務
に
つ
い
て
は
、
特
に
記
述
し
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
『
東
洋
経
済
・
株
式
年
鑑
』
名
誉
を
使
用
し
た
。

（
２
）
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』
八
六
六
頁

（
３
）
『
大
株
三
十
年
史
』
付
録
月
別
相
場
高
低
表
よ
り
。

（
４
）
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』
四
八
三
頁

（
５
）
大
阪
商
船
の
三
回
に
わ
た
る
増
資
方
法
に
つ
い
て
は
同
上
第
縞
第
章
資
本
金
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
株
主
割
当
増
資
形
態
の
意
義
に
つ
い
て
は
・
志
村
嘉
一
『
日
本
資
本
市
場
分
析
』
二
六
四
六
頁
、
お
よ
び
片
山
伍
一
「
我
国
に
お
け
る
新
株

式
引
取
権
の
実
態
」
（
『
企
業
会
計
』
八
巻
七
号
・
八
号
）
が
あ
る
。

ノー可

３ 
１－ノ
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の
拡
張
に
よ
っ
て
、
大
型
船
も
す
ぺ
て
大
阪
鉄
工
所
に
発
注
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
七
年
か
ら
一
一
○
年
に
至
る
四
年
間

に
お
け
る
大
阪
鉄
工
所
の
建
造
総
ト
ン
数
の
う
ち
大
阪
商
船
か
ら
一
一
一
○
％
、
日
本
汽
船
か
ら
二
五
％
、
両
社
合
せ
て
五
五
％
を
占
め
た

の
で
延
墨
・
大
阪
鉄
工
所
は
こ
の
大
阪
商
船
と
日
本
汽
船
の
彪
大
な
需
要
を
．
ハ
ヅ
ク
に
一
万
屯
級
大
規
模
体
制
確
立
の
た
め
の
一
大
投

資
を
敢
行
し
、
ま
た
造
船
資
本
と
し
て
の
専
門
化
の
た
め
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
。
ア
ン
ド
・
ピ
ル
ド
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
固
定
資
本
投
下
は
「
資
本
不
足
」
を
惹
起
し
、
流
入
す
る
イ
ン
フ
レ
的
超
過
利
潤
を
で
き
る
だ
け
社
内
に
留
保
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
配
当
性
向
の
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
。
一
九
一
四
年
上
期
に
六
一
一
一
・
九
％
で
あ
っ
た
配
当
性
向
は
一
九
年
上
期
に
は
一
一
一
二
・
四

％
と
逆
転
し
、
一
四
年
上
期
か
ら
二
○
年
上
期
に
至
る
六
年
間
の
平
均
配
当
性
向
は
四
二
％
に
お
さ
え
ら
れ
た
。
大
戦
後
期
の
留
保
率

の
上
昇
に
よ
っ
て
、
一
七
年
に
は
二
六
一
一
一
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
秋
立
金
は
一
一
○
年
に
一
一
五
○
万
円
へ
と
激
増
し
た
。
ま
た
減
価
償

却
は
積
立
て
ら
れ
ず
年
々
償
却
さ
れ
て
い
る
が
、
償
却
レ
ー
ト
は
一
五
年
上
期
２
一
％
か
ら
次
第
に
上
昇
し
、
一
八
年
に
は
つ
い
に
一

四
％
、
一
九
年
一
七
％
に
達
し
、
一
一
○
年
上
期
ま
で
の
償
却
累
積
額
は
八
五
○
万
円
に
の
ぼ
り
、
大
戦
期
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
割
高
評
価

（
２
）
 

は
是
正
さ
れ
て
い
っ
た
。
（
第
二
表
参
照
）

こ
の
よ
う
な
配
当
性
向
の
低
下
、
減
価
償
却
の
加
速
度
化
に
対
し
て
証
券
市
場
か
ら
は
創
業
株
式
の
未
払
込
金
三
百
万
円
を
徴
収
し

た
の
ち
、
一
九
一
六
年
に
倍
額
増
資
に
よ
っ
て
四
五
○
万
円
を
徴
収
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
増
資
は
大
戦
期
増
資
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、

大
戦
初
期
に
一
回
行
使
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
五
年
の
倍
額
増
資
は
公
募
形
態
を
と
ら
ず
、
旧
株
一
に
対
し
新
株
一
の
割
当
増
資

形
態
が
と
ら
れ
た
。
創
業
時
の
部
分
的
な
公
募
の
採
用
に
対
し
、
第
一
回
増
資
の
株
主
割
当
へ
と
、
大
戦
が
す
す
む
に
つ
れ
て
資
金
の

社
会
的
集
中
機
能
は
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
創
業
時
の
事
実
上
の
公
募
形
態
の
採
用
は
株
主
の
分
散
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
に
ひ
か
え
る
割
当
増
資
の
前
提
条
件
を
整
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
割
当
増
資
払
込
金
四
五
○
万
円
は
一
九
一
四
年
上
期

か
ら
の
配
当
総
額
四
六
五
万
円
の
再
徴
収
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
配
当
金
と
し
て
社
外
に
流
出
す
る
資
金
を
割
当
増
資
に
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（
百
万
円
｝

八
『東洋経済※ 株式会社年鑑』より作成。半期ごと。

よ
っ
て
再
徴
収
し
て
、
自
己
資
本
化
し
た
の
で
あ
る
。
結
局

一
九
二
○
年
払
込
資
本
金
一
○
五
○
万
円
の
う
ち
、
三
○
○

万
円
は
範
多
家
に
よ
る
創
業
時
現
物
出
資
で
あ
り
、
四
五
○

万
円
が
配
当
の
再
徴
収
分
で
あ
る
か
ら
、
実
街
的
に
社
会
的

集
中
さ
れ
た
資
金
は
、
創
業
直
後
大
阪
現
物
団
を
通
じ
て
実

質
的
公
募
を
は
か
っ
た
の
ち
に
徴
収
さ
れ
た
未
払
込
金
三
○

○
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。
支
払
手
形
も
一
九
一
八
年
下
期
に

は
消
失
し
、
「
自
己
金
融
化
」
の
道
を
た
ど
っ
た
。

大
阪
鉄
工
所
は
大
戦
直
前
に
資
金
を
社
会
的
に
集
中
す
る

た
め
に
株
式
会
社
形
態
に
移
行
し
た
が
、
大
戦
期
に
至
っ
て
、

そ
の
社
会
的
資
金
集
中
の
比
重
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
資
金
集
中
の
比
重
低
下
は
白
熱
的
な
大

戦
期
海
運
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
大
阪
商
船
・
日
本
汽
船
に
よ

っ
て
確
保
さ
れ
る
安
定
的
需
要
を
パ
ッ
ク
に
、
造
船
資
本
と

し
て
専
門
化
を
徹
底
し
て
お
し
す
す
め
、
多
角
化
を
避
け
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
新
技
術
イ
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
貨
物
船
を
軸

と
す
る
注
文
生
産
方
式
を
堅
持
し
、
欧
米
列
強
の
鋼
材
輸
出

禁
止
と
い
う
危
機
的
事
態
に
さ
い
し
て
も
「
鋼
材
の
調
達
難
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か
ら
新
規
の
注
文
に
つ
い
て
は
鋼
材
の
船
主
か
ら
支
給
す
る
条
件
で
引
受
け
」
る
と
い
う
鋼
材
支
給
に
よ
る
注
文
生
産
と
い
う
堅
実
な

方
式
に
よ
っ
て
対
処
し
た
。
の
ち
に
み
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
か
ら
鉄
鋼
業
参
入
を
敢
行
し
た
川
崎
造
船
所
と
は
著
し
い
対
照
を
な

す
。
こ
の
よ
う
な
大
阪
鉄
工
所
の
安
定
的
需
要
を
パ
ッ
ク
に
し
た
堅
実
な
経
営
方
針
は
投
機
的
イ
ン
フ
レ
か
ら
自
ら
を
守
る
と
同
時
に
、

設
備
投
資
に
対
し
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
大
戦
直
前
、
大
阪
商
船
を
パ
ッ
ク
に
イ
シ
ャ
ー
ゥ
ッ
ド
式
貨
物
船
建
と
造
い

う
新
技
術
を
導
入
し
て
一
万
屯
級
船
台
を
求
め
て
大
規
模
な
固
定
資
本
投
資
を
敢
行
し
た
大
阪
鉄
工
所
は
、
そ
の
安
定
的
支
配
に
埋
没

し
、
次
代
を
に
な
う
新
技
術
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
導
入
に
対
し
消
極
化
し
て
い
っ
た
。
「
工
作
設
備
に
多
額
の
査
金
を
必
要
と
す
る
こ

と
か
ら
つ
い
に
取
止
め
」
と
な
り
、
内
外
か
ら
待
望
さ
れ
た
第
一
一
回
増
資
も
つ
い
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
一
一
○
年
恐
慌
後
の
不
況

下
に
お
い
て
合
理
化
を
も
と
め
て
高
速
大
型
船
建
造
に
迫
ら
れ
た
大
阪
商
船
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
採
用
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
受
注
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
い
ち
は
や
く
導
入
し
た
三
菱
長
崎
造
船
所
に
ま
延
哩
、
大
阪
鉄
工
所
は
「
新
受
船
の
受
注
上
非
常
に
不
利
な
立

（
５
）
 

場
」
に
立
た
さ
れ
こ
と
と
な
っ
た
。

大
阪
鉄
工
所
か
ら
三
菱
長
崎
造
船
所
へ
の
、
大
阪
商
船
に
お
け
る
提
携
先
の
機
動
的
な
転
換
に
よ
っ
て
大
阪
商
船
は
戦
後
恐
慌
に
よ

る
重
圧
を
遮
断
し
、
積
極
的
に
合
理
化
投
資
を
敢
行
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
の
ち
に
み
る
有
価
証
券
投
資
を
戦
略
武
器
と
し
て

多
角
化
を
積
極
的
に
展
開
し
た
久
原
な
ど
の
「
新
興
」
財
閥
は
、
不
況
の
重
圧
を
一
身
に
受
け
、
沈
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
ち
が
い
は
、
大
戦
期
ブ
ー
ム
の
な
か
で
蓄
積
す
る
積
立
金
の
処
理
方
法
の
ち
が
い
に
帰
因
す
る
。

大
戦
期
に
「
自
己
金
融
化
」
の
展
開
と
と
も
に
、
大
阪
商
船
は
七
三
六
○
万
円
に
の
ぼ
る
尼
大
な
積
立
金
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
が
、

こ
の
過
剰
な
遊
資
は
有
利
な
投
資
先
を
求
め
て
多
角
化
を
強
く
要
請
す
る
。

累
積
す
る
翻
立
金
は
ま
ず
第
一
に
多
角
化
の
た
め
の
有
価
証
券
投
資
に
投
下
さ
れ
る
。
大
阪
商
船
の
有
価
証
券
保
有
は
一
九
一
四
年

上
期
四
六
八
万
円
か
ら
一
九
年
下
期
一
一
五
八
一
万
円
へ
と
五
倍
に
膨
張
し
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
海
運
会
社
或
は
又
海
運
関



麩
こ
の
よ
う
に
大
阪
商
船
は
造
船
・
機
械
へ
の
垂
直
的
多
角
化
を
展
開
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
尼
大
な
預
立
金
は
全
て
有
価
証
券
に
投

騨
資
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
残
っ
た
遊
資
は
船
舶
代
価
前
払
金
融
に
投
ぜ
ら
れ
、
造
船
会
社
と
の
潤
澗
油
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
船
舶

財劉
拙
躯
前
払
金
融
は
、
汽
船
会
社
が
船
舶
を
造
船
会
社
に
引
渡
す
前
に
エ
程
の
進
展
に
応
じ
て
数
回
に
わ
た
っ
て
代
金
を
前
払
い
す
る
も

噺
の
で
、
遠
洋
航
路
補
助
法
に
支
え
ら
れ
た
郵
船
・
商
船
の
独
占
体
制
の
確
立
に
起
点
を
発
し
、
大
戦
期
「
自
己
金
融
化
」
で
大
き
く
膨

と靴
張
す
る
。
大
阪
商
船
に
お
い
て
は
一
九
一
一
二
年
下
期
ま
で
は
百
万
円
以
下
で
あ
っ
た
が
、
’
四
年
か
ら
増
大
を
開
始
し
、
一
九
年
上
期

紅
に
は
一
、
七
九
七
万
円
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
下
に
お
け
る
社
船
・
社
外
船
い
り
み
だ
れ
て
の
過
当
競
争
の
な
か
で
、
船

上璽
舶
を
確
保
す
る
》
）
と
、
積
立
金
と
し
て
累
積
す
る
遊
資
を
積
極
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
求
め
、
銀
行
信
用
か
ら
排
除
さ
れ
た
新
興
造
船

期蠅
資
本
に
短
期
盗
金
を
融
通
し
て
い
っ
た
。

款
こ
の
船
舶
前
払
金
融
は
船
舶
発
注
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
景
気
循
環
と
と
も
に
大
き
く
変
動
す
る
。
一
九
年
上
期
最
好
況
下
の

第
一
、
七
九
七
万
円
か
ら
戦
後
恐
慌
下
二
○
年
下
期
に
は
六
一
一
一
八
万
円
、
さ
ら
に
一
一
二
年
下
期
に
は
実
に
六
万
円
へ
と
激
減
し
て
い
っ
た
。

３
 

１
 

１
そ
れ
と
と
も
に
前
払
金
融
は
延
払
金
融
に
後
退
し
、
逆
に
造
船
会
社
か
ら
信
用
を
受
け
る
声
」
と
に
な
る
。
一
九
一
一
四
年
合
理
化
の
一
環

｢新興」財閥の資金調達機

のへ代資る
－皇７」盃＝＿LＰ－．

係
の
補
助
機
関
会
社
の
株
券
に
し
て
、
所
謂
海
運
投
資
を
行
っ
て
い
鉋
」
・
日
消
・
北
日
本
汽
船
な
ど
の
政
府
補
助
汽
船
会
社
を
始
め
、

土
佐
・
摂
津
商
船
な
ど
の
関
係
汽
船
会
社
株
に
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
平
的
拡
大
に
よ
る
独
占
体
制
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
阪
鉄
工
所
・
大
阪
機
械
製
作
所
な
ど
の
造
船
機
械
関
係
の
垂
直
分
業
的
多
角
化
に
つ
い
て
は
、
絶
対
に
商
船
自

ら
株
式
投
資
を
行
う
こ
と
は
な
く
、
た
だ
需
要
独
占
を
パ
ッ
ク
と
す
る
派
遣
重
役
の
個
人
的
な
株
式
保
有
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま

さ
に
海
運
独
占
体
大
阪
商
船
は
累
積
す
る
菰
立
金
を
、
大
戦
期
花
形
を
な
す
尼
大
な
固
定
資
本
投
資
々
金
を
要
す
る
造
船
・
機
械
部
門

榊
へ
役
ず
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
独
占
を
よ
り
強
化
す
る
海
運
部
門
に
投
下
し
、
ま
す
ま
す
自
己
金
融
化
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
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以
上
の
よ
う
に
、
国
際
海
運
カ
ル
テ
ル
網
の
一
角
に
く
い
こ
ん
だ
大
阪
商
船
は
、
大
戦
期
に
「
自
己
金
融
化
」
し
て
い
っ
た
が
、
累
、

菰
す
る
積
立
金
Ⅱ
過
剰
貨
幣
資
本
を
運
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
有
価
証
券
投
資
を
自
ら
の
独
占
力
を
強
化
す
る
海
船
会
社
す
な
わ
ち
水

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

平
的
拡
大
に
限
定
し
、
重
工
業
へ
の
垂
直
的
多
角
化
に
は
、
船
舶
前
払
金
融
と
い
う
短
期
流
動
形
態
を
供
与
す
る
に
と
ど
め
た
。
一
｝
れ

に
対
し
て
、
の
ち
に
み
る
ご
と
く
久
原
「
新
興
」
財
閥
は
、
大
阪
商
船
が
大
阪
鉄
工
所
の
株
式
会
社
化
を
断
行
し
な
が
ら
有
価
証
券
保

有
に
よ
る
支
配
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
証
券
市
場
を
介
し
て
漸
次
大
阪
鉄
工
所
株
を
取
得
し
、
つ
い
に
そ
の
実
質
的
支
配

権
を
握
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
阪
鉄
エ
所
を
め
ぐ
る
資
本
投
下
形
態
の
違
い
は
戦
後
恐
慌
の
な
か
で
明
暗
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
大
阪
商
船
は
、
有
価
証
券
投
資
を
水
平
的
拡
大
に
の
み
投
じ
、
自
ら
の
独
占
力
を
一
層
強
化
し
た
の
に
対
し
、
有
価
証
券

投
資
を
戦
略
武
器
と
し
て
重
工
業
多
角
化
を
積
極
的
に
展
開
し
た
「
新
興
」
久
原
財
閥
は
、
恐
慌
の
な
か
で
資
金
を
減
価
す
る
有
価
証

券
に
固
定
し
、
流
動
性
を
喪
失
し
、
不
況
の
重
圧
を
一
身
に
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
し
て
新
鋭
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
三
隻
を
建
造
す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
商
船
は
社
債
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
朴
債
六

（
８
）
 

五
○
万
円
は
「
船
舶
建
造
の
注
文
を
受
け
た
る
三
菱
造
船
株
式
会
社
が
全
額
を
一
手
に
引
受
け
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
船
舶
前

払
金
は
景
気
循
環
と
と
も
に
変
動
し
、
恐
慌
の
さ
な
か
に
お
い
て
も
、
積
立
金
は
固
定
化
す
る
こ
と
な
く
流
動
性
を
確
保
し
え
た
う
え

に
、
さ
ら
に
造
船
会
社
か
ら
逆
に
信
用
を
受
け
、
そ
れ
に
従
っ
て
提
携
先
を
大
阪
鉄
工
所
か
ら
三
菱
造
船
へ
と
機
動
的
に
転
換
し
て
い

に
、
一

つ
た
。（
１
）
大
阪
鉄
工
所
の
建
造
船
の
発
注
先
に
つ
い
て
は
『
日
立
造
船
株
式
会
社
七
五
年
史
』
各
章
の
船
舶
建
造
表
よ
り
計
算
し
た
。

（
２
）
大
阪
鉄
エ
所
の
企
業
財
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
『
東
洋
経
済
・
株
式
会
社
年
鑑
』
各
巻
収
録
の
貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
表
を
利
用
し
た
。

（
３
）
『
日
立
造
船
株
式
会
社
七
五
年
吏
』
二
五
頁
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〔
１
〕

日
露
戦
後
日
本
海
運
は
国
家
保
護
政
策
を
て
こ
と
し
て
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
か
ら
な
る
独
占
体
制
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
が
、
二

社
以
外
の
多
く
の
社
外
船
は
規
模
が
小
さ
く
遠
洋
航
路
参
入
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
国
家
保
護
の
圏
外
で
苦
境
に
類
し
、
沈
滞
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
遠
洋
航
路
補
助
法
を
軸
と
す
る
日
本
郵
船
ｌ
三
菱
長
崎
造
船
所
と
大
阪
商
船
ｌ
大
阪
鉄
工
所
の

近
代
的
大
規
模
独
占
体
制
と
、
国
家
保
護
を
う
け
な
い
大
多
数
の
小
規
模
社
外
船
群
と
の
隔
絶
し
た
二
重
構
造
は
、
第
一
次
大
戦
期
海

運
－
造
船
ブ
ー
ム
の
な
か
で
新
た
な
激
動
の
再
編
期
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
社
船
に
比
ぺ
活
動
上
制
約
を
も
た
な
い
小
規
模
社
外
船

群
は
大
戦
ブ
ー
ム
の
勃
発
に
よ
っ
て
飛
躍
的
な
膨
張
を
と
げ
た
。
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
鈴
木
商
店
・
久
原
商
事
な
ど
を
軸
と
す
る
日

本
貿
易
の
飛
躍
的
発
展
は
海
運
船
舶
の
著
し
い
不
足
を
ひ
き
お
こ
し
、
多
く
の
社
外
船
は
傭
船
・
船
舶
売
買
な
ど
の
投
機
的
活
動
に
よ

（
１
）
 

っ
て
應
大
な
投
機
利
得
を
手
に
し
、
船
成
金
と
し
て
浮
上
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
戦
ブ
ー
ム
下
に
お
け
る
社
外
船
群
の
飛
躍
的

な
膨
張
に
支
え
ら
れ
て
、
川
崎
造
船
所
・
播
磨
造
船
所
・
浅
野
造
船
所
な
ど
の
確
立
期
日
本
造
船
資
本
は
積
極
的
に
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト

Ⅱ
兄
込
生
産
方
式
を
採
用
し
て
い
っ
た
。
こ
の
大
戦
期
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
は
、
つ
い
に
日
本
郵
船
ｌ
三
菱
長
崎
造
船
所
・
大
阪
商
船
Ｉ

（
４
）
同
上
一
四
八
頁

（
５
）
大
阪
商
船
の
船
舶

（
６
）
同
上
八
七
九
頁

（
７
）
「
工
業
者
の
金
融

（
８
）
『
大
阪
商
船
株
式

同
上
一
四
八
頁

大
阪
商
船
の
船
舶
発
注
先
は
『
大
烹
商
船
株
式
会
社
五
○
年
吏
』
第
三
編
第
一
章
所
有
船
よ
り
抽
出
し
た
。

「
工
業
者
の
金
融
に
関
す
る
調
査
」
（
日
銀
田
中
鉄
三
郎
稿
）
（
向
井
・
滝
本
編
『
日
本
産
業
資
料
大
系
九
巻
』
所
収
）
七
八
一
頁
参
照

『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
吏
』
五
一
八
頁
、
そ
れ
以
降
膨
張
す
る
大
阪
商
船
の
社
債
発
行
は
一
一
一
菱
銀
行
が
中
心
に
引
受
け
ら
れ
て
い
る
。

Ⅲ
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
重
工
業
多
角
化
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大
戦
勃
発
と
と
も
に
「
船
舶
の
収
益
力
は
著
し
く
増
大
す
る
に
至
れ
る
を
以
て
船
舶
の
売
買
価
格
の
激
騰
を
見
る
に
至
れ
り
。
即
ち

（
２
）
 

新
造
船
は
大
正
五
年
一
月
に
一
三
六
円
同
年
末
に
は
三
○
四
円
に
大
正
六
年
末
に
は
七
二
五
円
に
上
勝
」
し
つ
づ
け
た
が
、
こ
の
よ
う

な
イ
ン
フ
レ
騰
貴
の
な
か
で
は
、
受
注
建
造
方
式
に
よ
っ
て
は
生
産
は
著
し
く
困
難
と
な
り
、
川
崎
造
船
所
・
播
磨
造
船
所
な
ど
多
く

の
造
船
会
社
は
計
画
的
見
込
生
産
す
な
わ
ち
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
を
採
用
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
川
崎
造
船
所
は
九
千
万
屯
級
標

準
型
船
を
、
一
九
一
五
年
八
隻
、
一
六
年
一
七
隻
、
一
七
年
に
は
日
本
汽
船
進
水
重
量
屯
の
三
八
％
に
及
ぶ
一
一
○
隻
の
建
造
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
戦
イ
ン
フ
レ
下
で
殺
到
す
る
投
機
的
船
舶
需
要
に
積
極
的
に
応
じ
、
巨
万
の
投
機
的
利
得
を
手
に
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
投
機
的
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
は
再
生
産
上
二
つ
の
陸
路
を
内
蔵
す
る
。
第
一
は
船
舶
鋼
材
を
計
画
的
に
入
手
す
る
こ

と
、
第
二
に
郵
船
・
商
船
以
外
に
安
定
的
需
要
先
を
保
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
戦
下
に
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
を
採
用
し
て
い
っ
た

「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
は
、
こ
の
二
つ
の
陸
路
に
直
面
し
、
安
定
的
な
再
生
産
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
方
で
鉄
鋼
業
へ
の

参
入
を
展
開
し
な
が
ら
、
他
方
で
社
外
船
合
同
を
お
し
す
す
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
多
角
化
の
う
ち
に
、
貿
易
↓
海
運
↓
造
船

↓
鉄
鋼
と
い
う
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
重
工
業
多
角
化
の
展
開
．
ハ
タ
ー
ン
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
陸
路
は
、
大
戦
の
進
行
に
つ
れ
、
日
本
が
そ
の
供
給
を
依
存
し
て
い
た
英
国
、
つ
づ
い
て
北
米
合
州
国
が
鋼
材
輸
出
を
禁
止

す
る
や
顕
在
化
し
、
確
立
期
日
本
造
船
資
本
の
再
生
産
は
危
機
に
直
面
し
た
。
一
九
一
七
年
八
月
北
米
合
州
国
の
鋼
材
輸
出
禁
止
に
よ

っ
て
主
と
し
て
被
害
を
こ
う
む
っ
た
の
は
、
大
戦
期
の
飛
躍
を
基
礎
に
確
立
期
に
達
し
た
「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
で
あ
っ
た
。
ス

ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
を
軸
と
す
る
播
磨
・
川
崎
造
船
所
Ｉ
鈴
木
商
店
グ
ル
ー
プ
、
資
材
支
給
注
文
生
産
を
軸
と
す
る
大
阪
鉄
工
所
ｌ
大
阪
商

大
阪
鉄
工
所
の
独
占
体
制
に
拮
抗
し
う
る
第
三
の
大
規
模
分
業
体
制
・
鈴
木
商
店
ｌ
国
際
汽
船
ｌ
川
崎
造
船
所
に
結
実
す
る
。
こ
こ
で

は
、
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
投
機
的
重
工
業
多
角
化
を
可
能
に
し
た
産
業
連
関
的
特
質
を
、
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
に
焦
点
を
あ
わ

せ
て
、
検
討
す
る
。



船
・
久
原
鉱
業
グ
ル
ー
プ
、
新
設
の
浅
野
造
船
所
ｌ
東
洋
汽
船
グ
ル
ー
プ
な
ど
「
新
興
」
財
閥
系
の
貿
易
・
海
運
・
造
船
資
本
は
一
丸

と
な
っ
て
解
禁
運
動
を
展
開
し
、
つ
い
に
一
九
一
八
年
四
月
、
日
米
船
鉄
交
換
Ⅱ
国
際
分
業
契
約
を
成
立
せ
し
め
た
。
一
一
次
に
わ
た
る

日
米
船
鉄
交
換
に
よ
っ
て
、
日
本
造
船
資
本
は
四
五
隻
三
七
万
四
千
重
量
屯
の
船
舶
を
提
供
し
、
見
返
り
に
一
一
五
万
一
千
屯
の
鋼
材
を

入
手
し
た
。
こ
の
鋼
材
で
建
造
で
き
る
船
舶
は
約
九
五
万
重
量
屯
で
あ
っ
た
か
ら
提
供
船
以
外
に
優
に
六
三
万
重
量
屯
の
船
舶
を
建
造

す
る
鋼
材
が
国
内
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

櫛
日
米
船
鉄
交
換
は
資
材
を
確
保
し
、
同
時
に
船
舶
の
実
現
を
保
証
し
、
大
戦
期
日
本
造
船
資
本
と
く
に
「
新
興
」
財
閥
系
、
川
崎
・

櫻大阪・浅野・播磨の四造船所の飛躍的拡大を可能にした。川崎造船所は全提供船舶重量屯の一一九％にあたる一一一隻
職
一
○
万
八
千
重
蟹
屯
、
久
原
系
日
本
汽
船
ｌ
大
阪
鉄
工
所
は
一
七
％
、
鈴
木
商
店
Ｉ
播
磨
造
船
所
お
よ
び
浅
野
造
船
所
は
各
一
○
％
を

（
３
）
 

”
占
め
、
全
体
で
一
ハ
ー
ハ
％
に
及
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
日
米
船
鉄
交
換
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
し
た
川
崎
造
船
所
が
「
米
国
か
ら
提
供

財劉
を
受
け
た
約
八
万
六
千
屯
の
鋼
材
は
一
二
隻
の
提
供
船
舶
に
使
用
し
た
鋼
材
量
を
差
引
い
て
も
な
お
同
型
船
一
一
一
一
隻
を
建
造
し
得
る
に

（
４
）
 

噺
足
る
鋼
材
麓
」
を
残
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
鋼
材
を
も
と
に
提
供
船
を
含
め
て
一
一
五
隻
二
三
万
重
駐
屯
の
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
が
可

と靴
能
と
な
っ
た
「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
は
日
米
船
鉄
交
換
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
・
拡
大
さ
れ
た

紅
が
、
さ
ら
に
続
行
し
つ
づ
け
る
た
め
に
は
、
鋼
材
自
給
体
制
の
確
立
が
最
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
は
、

と麺
重
エ
業
基
軸
産
業
Ⅱ
鉄
鋼
業
へ
積
極
的
に
参
入
し
、
日
本
資
本
主
義
の
脆
弱
点
に
対
し
一
大
飛
躍
を
試
み
る
。

期繩
欧
米
列
強
の
鋼
材
輸
出
禁
止
は
確
立
期
日
本
造
船
資
本
の
再
生
産
条
件
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
そ
の
こ
と
は
同
時
に

軟
弱
体
な
日
本
鉄
鋼
資
本
に
対
し
輸
入
代
替
化
の
ま
た
と
な
い
条
件
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
な
か
で
政
府
は
一
九

（
５
）
 

第
一
七
年
七
月
造
船
奨
励
法
を
廃
止
し
て
、
製
鉄
業
奨
励
法
を
公
布
し
、
明
治
以
来
海
運
↓
造
船
と
展
開
し
て
き
た
保
護
育
成
政
策
を
造

３
 
５
 

１
船
か
ら
鉄
鋼
へ
と
重
点
を
移
行
さ
せ
、
鉄
鋼
輸
入
代
替
化
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
か
た
め
た
。
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こ
の
よ
う
な
育
成
政
策
を
パ
ッ
ク
に
「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
は
造
船
用
鋼
材
自
給
化
を
め
ざ
し
、
製
鉄
・
造
船
一
貫
垂
直
分
業

体
制
榊
築
へ
の
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
川
崎
造
船
所
は
一
九
一
六
年
兵
庫
工
場
に
製
鉄
部
を
新
設
し
造
船
用
条
鋼
お
よ
び
型
鋼
の
製
造

を
開
始
、
さ
ら
に
一
八
年
に
は
葺
谷
に
平
炉
・
厚
板
工
場
を
新
設
し
、
造
船
用
鋼
板
の
本
格
的
製
造
を
開
始
し
た
。
ま
た
一
九
一
六
年

浅
野
造
船
所
を
創
設
し
た
浅
野
総
一
郎
は
、
一
七
年
浅
野
製
鉄
所
（
資
本
金
六
百
万
円
）
を
創
設
し
、
鋼
板
生
産
に
の
り
だ
し
た
。
一

方
鈴
木
商
店
は
日
露
戦
後
設
立
さ
れ
た
不
況
に
苦
し
む
小
林
製
鋼
所
を
引
受
け
、
一
九
二
年
株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
と
し
、
製
鉄
業

経
営
に
の
り
だ
し
、
大
戦
ブ
ー
ム
の
な
か
で
積
極
的
に
拡
張
し
資
本
金
一
千
万
円
を
擁
す
る
に
至
っ
た
。
「
新
興
」
財
閥
は
貿
易
商
業

活
動
を
基
盤
に
し
て
、
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
へ
と
多
角
化
を
展
開
し
、
さ
ら
に
長
期
的
造
船
用
鋼
材
自
給
を
め
ざ
し
て
、
種
極
的
に
製

鉄
業
へ
参
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
造
船
か
ら
製
鉄
へ
の
産
業
連
関
深
化
こ
そ
が
、
大
戦
期
日
本
資
本
主
譲
の
最
重
点
課
題
に
他
な
ら
な

鉄
鋼
業
へ
の
多
角
化
を
敢
行
し
生
産
上
の
陸
路
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
拡
大
し
た
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
は
次
第
に
第
二

の
駐
路
Ⅱ
実
現
問
題
に
逢
着
す
る
。
「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
は
、
日
米
船
鉄
交
換
お
よ
び
飛
蹴
す
る
社
外
船
の
投
機
的
需
要
に
対

し
、
積
極
的
に
ス
ト
ヅ
ク
ポ
ー
ト
建
造
に
よ
っ
て
応
じ
、
次
第
に
郵
船
・
商
船
２
一
大
需
要
独
占
か
ら
離
れ
自
立
化
し
て
い
っ
た
。
た

と
え
ば
川
崎
造
船
所
は
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
と
と
も
に
、
郵
船
・
商
船
の
注
文
を
引
受
け
る
余
地
を
失
い
、
以
来
第
二
次
大
戦
期
ま

で
断
絶
状
態
に
陥
っ
た
。
大
阪
商
船
は
大
戦
初
期
大
型
船
舶
を
川
崎
造
船
所
に
発
注
し
て
い
た
が
、
一
九
一
七
年
大
阪
鉄
工
所
に
一
万

屯
大
規
模
建
造
が
可
能
と
な
る
や
、
取
引
関
係
を
絶
ち
、
ま
た
日
本
郵
船
も
大
戦
期
に
は
三
菱
長
崎
と
川
崎
と
二
分
し
て
発
注
さ
れ
て

い
た
が
、
一
九
一
九
年
に
入
る
と
横
浜
船
渠
が
川
崎
造
船
所
に
と
っ
て
か
わ
り
、
断
絶
関
係
に
入
毛
た
。
こ
こ
に
「
新
興
」
財
閥
系
造

船
資
本
は
第
三
の
途
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
る
。

見
込
生
産
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
は
文
字
通
り
船
舶
を
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
一
時
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
在
庫
船
舶
の
効

か
つ
た
。
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第三表大戦期「新興」財閥の重エ業多角化

貿易海運造船鉄鋼

鈴木商店一帝国汽船一播磨造船所一神戸製鋼所

・・国際汽船一川崎造船所一製鉄部

久原商事一日本汽船一大阪鉄工所一東洋製鉄

浅野特産一東洋汽船－浅野造船所－浅野製鉄所

持株会社

〔鈴木合名〕

〔松商会〕

〔久原合名〕

〔浅野同族〕

率
的
運
用
を
も
と
め
て
、
造
船
所
は
そ
れ
を
運
航
し
、
海
運
業
を
兼
業
す
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
休
戦
と
と

も
に
投
機
的
海
運
ブ
ー
ム
は
崩
壊
し
、
ス
ト
ッ
ク
ボ
ー
ト
は
そ
の
価
値
実
現
を
は
ば
ま
れ
、
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ

ク
と
化
し
た
。
投
機
的
膨
張
を
と
げ
た
社
外
船
群
の
壊
滅
の
な
か
で
実
現
問
題
に
直
面
し
た
海
運
独
占
系
列

外
の
確
立
期
造
船
資
本
は
過
剰
資
本
の
重
圧
を
転
嫁
す
る
た
め
に
は
、
中
小
社
外
船
を
合
同
し
、
安
定
的
な

大
汽
船
会
社
を
創
出
す
る
以
外
途
は
な
か
っ
た
。

ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
を
積
極
的
に
展
開
し
、
さ
ら
に
川
崎
汽
船
を
創
設
し
過
剰
資
本
の
整
理
を
断
行
し

た
川
崎
造
船
所
社
長
松
方
幸
次
郎
は
、
過
剰
船
舶
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
に
対
し
「
わ
が
国
の
発
展
の
た
め
に

は
む
し
ろ
新
造
船
を
温
存
し
、
日
本
郵
船
。
大
阪
商
船
に
伍
し
て
活
躍
し
得
る
程
度
の
大
規
模
な
海
運
会
社

（
７
）
 

を
新
設
」
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
社
外
船
大
合
同
を
訴
え
た
。
日
露
戦
後
以
来
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
た
社

外
船
合
同
問
題
は
一
九
一
八
年
資
本
金
一
億
円
を
擁
す
る
大
海
運
会
社
国
際
汽
船
の
創
設
に
結
実
し
た
。
こ

の
国
際
汽
船
は
社
外
船
と
造
船
所
の
現
物
出
資
方
式
を
と
っ
た
が
、
船
舶
の
評
価
問
題
で
社
外
船
群
は
ト
ン

当
り
五
百
円
の
高
価
格
を
主
張
し
た
が
、
造
船
所
主
張
の
三
五
○
円
に
お
し
き
ら
れ
、
社
外
船
グ
ル
ー
プ
は

消
極
化
し
、
結
局
川
崎
・
久
原
・
鈴
木
・
浅
野
な
ど
の
「
新
興
」
財
閥
系
造
船
資
本
の
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
の

は
け
口
と
い
う
機
能
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
七
万
五
千
ト
ン
を
提
供
し
二
○
万
株
を
所
有
し
た

川
崎
造
船
所
と
八
万
四
千
ト
ン
を
提
供
し
三
三
万
八
千
株
を
所
有
し
た
鈴
木
商
店
が
支
配
権
を
握
っ
た
。
こ

こ
に
年
額
本
邦
外
国
間
貿
易
一
一
一
億
円
、
外
国
間
貿
易
三
億
五
千
万
円
を
取
扱
い
、
三
井
物
産
に
匹
敵
す
る

「
鈴
木
商
店
の
三
国
間
乳
梁
」
に
支
え
ら
れ
た
鈴
木
商
店
Ｉ
国
際
汽
船
ｌ
川
崎
造
船
所
と
い
う
大
規
模
分
業

体
制
が
成
立
し
た
。
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こ
の
鈴
木
商
店
Ｉ
国
際
汽
船
Ｉ
川
崎
造
船
所
か
ら
な
る
垂
直
分
業
体
系
は
、
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
が
展
開
す
る
貿
易
↓
海
運
↓
造

船↓鉄鋼という流通主導の多角化の集約的表現であった。この垂直的分業体系の財閥系列的表現は第三表に筵懇。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
「
新
興
」
財
閥
の
流
通
主
導
の
重
工
業
多
角
化
の
具
体
的
展
開
を
、
そ
の
典
型
を
示
し
た
久
原
財
閥
に
則
し
て

あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
意
義
と
限
界
を
析
出
す
る
。

（
１
）
大
戦
期
社
外
船
の
活
剛
に
つ
い
て
は
、
畝
川
鎮
夫
『
海
運
興
吏
』
三
七
○
’
四
一
一
一
五
頁
、
お
よ
び
三
井
“
鮪
株
式
会
社
『
創
業
八
○
年
吏
』

〔
２
〕

大
戦
期
重
化
学
工
業
化
は
、
投
機
的
商
業
資
本
を
牽
引
力
と
す
る
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
へ
と
深
化
す
る
分
業
体
系
を
主
軸
と

し
、
合
理
化
を
推
進
力
と
す
る
電
力
↓
電
機
・
化
学
へ
と
深
化
す
る
技
術
合
理
的
な
分
業
体
系
を
副
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
一
一

（
２
）
「
欧
州
戦
争
ト
本
邦
金
融
界
」
（
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
二
二
巻
』
二
八
五
頁

（
３
）
同
上
「
第
五
節
対
米
船
鉄
交
換
及
船
舶
提
供
」
よ
り
計
算
。

（
４
）
『
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
社
史
』
八
二
頁
。

（
５
）
製
鉄
業
奨
励
法
に
つ
い
て
は
、
安
藤
良
雄
縞
『
日
本
経
済
政
策
史
騰
上
』
「
第
四
章
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
鉄
鋼
政
策
」
（
寺
谷
武
明
稿
）

（
１
）
大
戦
期
社
“

九
四
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
川
崎
重
エ
業
株
式
会
社
社
史
・
年
表
諸
表
』
「
艦
船
建
造
実
綱
」
よ
り
抽
出
。

（
７
）
『
川
崎
汽
船
五
十
年
史
』
三
一
一
頁
。

～￣、￣、

てag､Z，
、

参
照
。

辺
）
古
河
財
閥
は
銅
山
を
起
点
と
し
て
古
河
電
気
工
業
↓
富
士
電
機
と
積
極
的
に
電
気
部
門
連
関
を
追
究
し
た
が
、
一
方
で
古
河
商
事
を
設
立
し

て
、
貿
易
海
運
ブ
ー
ム
に
乗
じ
た
点
で
、
「
新
興
」
財
閥
の
冒
険
的
投
機
性
を
共
有
し
た
た
め
に
、
一
九
二
○
年
代
慢
性
不
況
の
な
か
で
危
機
に

頻
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
戦
期
に
電
力
↓
電
機
・
化
学
に
投
賀
を
集
中
す
る
旧
財
閥
と
久
原
財
閥
の
中
間
形
態
を
な
す
。

同
上
四
五
頁
。
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方
向
へ
の
分
業
体
系
の
深
化
を
展
開
し
た
点
に
お
い
て
、
久
原
鉱
業
は
大
戦
期
重
化
学
「
新
興
」
財
閥
の
典
型
を
埋
詫
。

銅
精
練
を
軸
と
す
る
久
原
鉱
業
に
と
っ
て
、
銅
精
練
↓
電
機
↓
電
力
↓
化
学
と
い
う
産
業
部
門
連
関
は
技
術
合
理
性
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
技
術
合
理
性
は
久
原
房
之
助
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
日
立
製
作
所
創
始
者
小
平
浪
平
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
た
。
小
平
は

明
治
末
の
時
点
で
、
鉱
山
の
浮
沈
を
補
正
す
る
た
め
に
「
鉱
山
用
自
家
発
電
を
相
当
大
き
く
し
、
そ
の
余
力
を
以
て
炭
火
石
灰
を
製
造

（
２
）
 

し
、
さ
ら
に
そ
の
利
益
で
ソ
ー
ダ
ー
工
業
の
よ
う
な
電
気
化
学
工
業
を
輿
こ
そ
』
フ
と
企
て
た
」
。
し
か
し
こ
の
先
駆
的
な
電
力
ｌ
電
気

化
学
構
想
は
電
力
余
力
が
な
く
な
っ
た
た
め
試
作
段
階
で
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
一
一
○
年
四
月
「
大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社
お
よ

び
株
式
会
社
多
木
製
肥
所
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
合
同
肥
料
株
式
会
社
を
設
立
」
し
た
が
、
一
九
二
○
年
大
恐
慌
の
な
か
で
事
業
は

（
３
）
 

「
留
保
さ
れ
」
、
久
原
鉱
業
は
実
体
の
な
い
擬
制
資
本
九
八
、
八
八
○
株
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
先
駆
的
な
電
気
化
学
構
想
を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
小
平
浪
平
は
、
久
原
鉱
業
の
機
械
修
理
エ
場
の
自
立
化
に

力
を
注
ぎ
、
つ
い
に
一
九
二
○
年
日
立
製
作
所
を
分
離
独
立
し
、
電
力
ｌ
銅
精
錬
ｌ
電
機
と
い
う
産
業
基
軸
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
小
平
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
日
立
鉱
山
で
は
銅
の
加
工
業
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
」
日
立
製
作
所
は
電
機
生
産

に
不
可
欠
の
電
線
を
久
原
鉱
業
か
ら
臓
入
で
き
ず
、
ラ
イ
バ
ル
の
「
古
河
電
気
工
業
会
社
か
ら
供
給
を
興
雌
」
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

ま
さ
に
久
原
鉱
業
は
電
力
ｌ
銅
製
錬
ｌ
電
機
と
い
う
産
業
部
門
を
も
ち
な
が
ら
、
か
か
る
連
鎖
を
む
す
ぶ
銅
加
エ
Ⅱ
電
線
部
門
を
も
た

ず
、
電
力
を
軸
と
す
る
技
術
合
理
的
な
産
業
連
関
体
系
を
積
極
的
に
追
求
す
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
電
力

を
軸
と
す
る
電
機
・
化
学
へ
と
深
化
拡
大
す
る
部
門
連
関
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
そ
の
基
礎
を
も
ち
、
二
○
年
代
慢
性
不
況
下
の
合
理

化
の
展
開
に
媒
介
さ
れ
て
、
三
○
年
代
に
勃
興
す
る
重
化
学
新
興
財
閥
に
よ
っ
て
全
面
開
花
す
る
。
久
原
鉱
業
は
勃
興
す
る
電
力
↓
電

機
・
化
学
の
新
市
場
に
対
し
先
駆
的
に
参
入
し
な
が
ら
も
、
そ
の
緊
密
な
部
門
連
関
を
積
極
的
に
追
求
す
る
こ
と
な
く
、
大
戦
投
機
ブ

ー
ム
の
な
か
で
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
へ
と
い
う
伝
統
的
な
部
門
連
関
体
系
Ⅱ
発
展
経
路
を
短
期
間
の
う
ち
に
投
機
的
利
潤
を
も
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が
あ
る
。

と
め
て
再
現
し
て
い
っ
た
。
こ
の
一
一
面
性
に
、
旧
財
閥
と
一
二
○
年
代
新
興
財
閥
を
媒
介
す
る
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
久
原
鉱
業
の
意
義

大
戦
期
の
白
熱
的
投
機
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
久
原
鉱
業
は
取
得
し
た
彪
大
な
利
益
を
銅
加
工
部
門
Ⅱ
垂
直
的
多
角
化
へ
投
じ
る
こ
と

な
く
、
朝
鮮
・
中
国
へ
と
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
水
平
的
な
膨
張
を
敢
行
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
自
社
金
属
製
品
の
海

外
輸
送
は
著
し
く
膨
張
し
て
い
っ
た
。
「
大
戦
に
よ
る
好
況
を
契
機
に
、
海
外
の
商
事
活
動
を
一
段
と
活
発
な
ら
し
め
」
た
久
原
鉱
業

は
「
貿
易
界
に
お
け
る
一
大
飛
躍
を
も
志
凡
哩
」
て
、
一
九
一
八
年
七
月
久
原
商
事
（
資
本
金
一
千
万
円
）
を
設
立
し
た
。
「
発
足
当

初
取
扱
品
目
は
金
属
製
品
の
み
」
で
あ
っ
た
が
「
銅
の
よ
う
な
重
要
物
資
の
運
搬
の
み
で
は
利
益
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
取
扱

品
目
は
ま
ず
一
一
一
品
（
綿
花
・
綿
糸
・
綿
布
）
を
、
そ
の
後
さ
ら
に
雑
貨
類
を
も
加
え
、
ま
た
久
原
鉱
業
に
は
関
係
な
く
金
物
の
ス
．
へ
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
お
こ
な
」
い
投
機
的
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
ま
た
久
原
鉱
業
に
と
っ
て
「
商
事
会
社
を
新
設
す
る
必
要
性
は
む

（
６
）
 

し
る
銅
を
中
心
と
す
る
製
品
輸
出
の
た
め
の
船
舶
確
保
に
あ
っ
た
」
か
ら
、
海
運
業
を
も
兼
ね
、
「
香
港
南
米
線
・
日
本
馬
耳
塞
線
」

な
ど
五
航
路
を
術
船
に
よ
っ
て
運
航
し
、
投
機
的
商
業
活
動
に
没
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
久
原
商
事
の
貿
易
海
運
兼
業
は
大
戦
期
貿
易

↓
海
運
ブ
ー
ム
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

久
原
房
之
助
は
す
で
に
実
兄
田
村
市
郎
と
と
も
に
一
九
一
五
年
末
に
船
舶
不
足
の
激
化
す
る
な
か
で
投
機
利
得
を
求
め
て
、
船
舶
売

買
を
軸
と
す
る
日
本
汽
船
（
資
本
金
五
百
万
円
）
を
設
立
し
て
い
た
。
田
村
・
久
原
兄
弟
は
全
株
式
の
六
五
％
を
支
配
す
る
日
露
漁
業

株
を
「
払
込
資
本
金
百
万
円
に
た
い
し
て
実
に
四
八
・
丸
紅
」
と
い
う
高
配
当
を
取
得
し
た
の
ち
、
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長
「
虚
業

家
」
島
徳
蔵
に
売
却
し
て
船
舶
業
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
汽
船
は
船
舶
業
に
よ
っ
て
彪
大
な
投
機
利
得
を
手
に
入
れ
た
が
、
大

戦
の
進
行
と
と
も
に
深
ま
る
「
物
不
足
」
の
な
か
で
投
機
対
象
た
る
船
舶
を
随
意
確
保
す
る
こ
と
が
至
上
命
令
と
な
り
、
こ
こ
に
大
規

模
造
船
所
と
の
連
繋
が
求
め
ら
れ
た
。
彪
大
な
投
機
的
遊
資
を
大
規
模
な
株
買
占
め
に
投
じ
、
大
阪
商
船
主
導
の
も
と
に
大
規
模
体
制
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と靴
止
を
余
儀
な
く

錘
発
起
人
一
一
一
○
万

と郵
主
と
な
っ
た
。

期繩
久
原
鉱
業
は

萩
の
基
軸
を
な
す

第
ン
は
明
治
期
に

１
 

４
 

１
ら
欧
米
列
強
盗

を
確
立
し
た
大
阪
鉄
工
所
の
支
配
権
獲
得
に
の
り
だ
し
た
。
大
阪
鉄
工
所
の
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
の
「
増
資
の
前
後
か
ら
、
田

村
市
郎
・
中
山
説
太
郎
の
両
氏
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
久
原
系
（
日
本
汽
船
）
の
資
本
が
進
出
し
、
五
年
下
期
末
に
は
、
そ
の
株
式
数

は
約
三
万
五
千
株
と
な
り
、
さ
ら
に
六
年
下
期
に
は
八
万
五
千
五
百
株
に
達
し
、
七
年
上
期
に
は
一
二
万
一
千
百
五
十
株
に
達
し
、
っ

（
８
）
 

い
に
総
株
数
二
十
四
万
株
の
過
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
」
。
大
阪
商
船
は
大
阪
鉄
工
所
を
証
券
市
場
と
結
ヘ
ロ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
規
模
垂
直
分
業
体
系
を
確
立
し
た
が
、
そ
の
支
配
は
株
式
取
得
に
よ
ら
ず
、
需
要
独
占
に
も
と
ず
く
人
的
結
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

、
、
、
、

》
」
の
大
阪
商
船
に
お
け
る
支
配
の
弱
点
を
久
原
系
日
本
汽
船
が
、
株
式
過
半
数
を
取
得
す
る
》
）
と
に
よ
っ
て
衝
き
、
株
式
会
社
大
阪
鉄

工
所
の
実
質
的
支
配
権
を
掌
握
す
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
久
原
は
久
原
商
事
Ｉ
日
本
汽
船
Ｉ
大
阪
鉄
工
所
と
い
う
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
グ
ル
ー
プ
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
が
、
大
戦

下
鋼
材
輸
入
困
難
に
直
面
し
て
、
さ
ら
に
鉄
鋼
輸
入
代
替
化
を
志
向
す
る
。
久
原
房
之
助
は
寺
内
正
毅
の
強
い
要
請
に
こ
た
え
て
「
ク

（
９
）
 

ル
ッ
プ
・
ピ
ッ
ヵ
ー
ス
級
」
の
大
造
船
・
鉄
鋼
所
を
め
ざ
し
、
一
九
一
七
年
久
原
鉄
工
株
式
会
社
設
立
に
着
手
し
た
。
ま
た
一
戸
畑
鋳
物

に
立
脚
す
る
義
兄
鮎
川
義
介
の
戸
畑
製
鉄
設
立
計
画
に
も
参
加
し
た
が
、
機
械
輸
入
困
難
さ
ら
に
休
戦
に
遭
遇
し
て
、
両
計
画
と
も
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
局
郷
・
渋
沢
・
和
田
ら
の
財
界
あ
げ
て
の
東
洋
製
鉄
に
吸
収
さ
れ
た
。
資
本
金
三
千
万
円
、
六
○
万
株
の
う

（
、
）

発
起
人
三
○
万
株
、
賛
成
人
二
○
万
株
、
残
り
一
○
万
株
が
公
募
さ
れ
た
が
、
久
原
鉱
業
は
三
分
の
一
の
二
○
万
株
を
引
受
け
筆
頭
株

は
大
戦
下
日
本
貿
易
の
飛
躍
的
発
展
を
起
点
と
し
て
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
へ
と
部
門
連
関
を
た
ど
っ
て
、
重
工
業

す
造
船
・
鉄
鋼
業
を
つ
か
む
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
日
立
鉱
山
を
起
点
と
す
る
流
通
主
導
の
発
展
パ
タ
ー

に
お
け
る
旧
財
閥
、
と
く
に
三
菱
の
発
展
パ
タ
ー
ン
の
再
現
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
大
戦
勃
発
と
と
も
に
ア
ジ
ア
市
場
か

資
本
が
総
撤
退
す
る
な
か
で
、
日
本
資
本
主
義
は
重
化
学
輸
入
代
替
の
絶
好
の
機
会
を
得
た
。
こ
の
勃
興
す
る
重
化
学
新
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市
場
に
対
し
て
、
資
金
的
余
裕
の
あ
っ
た
旧
財
閥
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
非
支
配
的
な
鈴
木
・
久
原
・
浅
野
な
ど
の
投
機
的
資
本
群

Ⅱ
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
が
薇
極
的
に
参
入
し
、
旧
財
閥
の
明
治
以
来
三
○
年
以
上
に
わ
た
る
発
展
パ
タ
ー
ン
を
わ
ず
か
五
年
の
う
ち

に
た
ど
り
、
さ
ら
に
造
船
か
ら
鉄
鋼
へ
の
新
た
な
段
階
深
化
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
は
流
通
主
導
の
発
展
パ
タ

ー
ン
を
展
開
し
た
点
で
旧
財
閥
と
同
質
の
資
本
類
型
に
属
し
な
が
ら
、
勃
興
す
る
大
戦
期
重
化
学
工
業
化
に
積
極
的
に
参
入
し
て
い
っ

た
点
に
お
い
て
、
消
極
的
な
旧
財
閥
と
区
別
さ
れ
る
。
重
化
学
工
業
の
橋
頭
塗
を
榊
築
す
る
と
い
う
大
戦
期
日
本
資
本
主
義
の
最
重
点

課
題
は
、
独
占
化
と
と
も
に
活
力
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
旧
財
閥
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
、
「
新
興
」
財
閥
が
果
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
は
直
線
的
に
一
九
三
○
年
代
新
興
財
閥
に
連
続
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
戦
期
「
新
興
」

財
閥
の
展
開
す
る
重
化
学
工
業
化
は
流
通
主
導
の
投
機
的
・
冒
険
的
性
格
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
一
九
二
○
年

代
慢
性
不
況
の
な
か
で
破
綻
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
貿
易
↓
海
運
部
門
を
切
り
す
て
、
造
船
・
鉄
鋼
Ⅱ
重
工
業
資
本
と
し
て
自
立
し
う
る

技
術
的
合
理
化
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
三
○
年
代
電
機
・
化
学
を
主
軸
と
す
る
重
化
学
工
業
新
興
財
閥
に
継
承
さ
れ
て
ゆ

く
。
こ
の
旧
財
閥
と
一
九
三
○
年
代
新
興
財
閥
を
媒
介
し
架
橋
す
る
点
に
、
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。
新
た
に

勃
興
す
る
新
市
場
に
対
し
て
、
綿
工
業
・
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
・
’
九
三
○
年
代
新
興
財
閥
と
、
次
々
に
群
生
す
る
点
に
、
日
本
資

本
主
義
像
の
根
幹
が
あ
り
、
こ
の
活
力
を
軽
視
す
る
日
本
資
本
主
義
論
は
著
し
く
静
態
的
・
停
滞
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
１
）
久
原
財
閥
の
経
営
史
学
か
ら
接
近
し
た
研
究
と
し
て
宇
田
川
勝
「
日
産
財
閥
成
立
前
史
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
上
・
下
）
」
（
『
経
営
志
林
』

九
巻
三
・
四
号
）
が
あ
る
。

（
２
）
『
日
立
製
作
所
史
』
昭
和
二
四
年
版
一
四
頁
。

（
３
）
『
久
原
房
之
助
』
三
○
四
頁
。

（
４
）
『
日
立
製
作
所
史
』
三
五
頁
。

（
５
）
久
原
房
之
助
』
二
一
一
三
’
六
頁
。
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久
原
鉱
業
は
日
露
戦
期
一
九
○
五
年
に
日
立
鉱
山
の
買
収
を
起
点
と
す
る
久
原
房
之
助
の
個
人
会
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
朝
鮮
に
ま

で
お
よ
ぶ
広
汎
な
鉱
山
買
収
と
近
代
的
大
規
模
一
貫
体
制
の
確
立
の
た
め
に
は
、
個
人
会
社
形
態
は
資
金
調
達
の
う
え
で
樫
桔
と
な
り
、

、
、

大
戦
直
前
一
九
一
一
一
年
九
月
株
式
会
社
形
態
へ
改
組
し
た
。
シ
｝
の
よ
う
な
日
露
戦
争
に
お
け
る
株
式
会
社
改
組
は
さ
き
に
み
た
大
阪
鉄

工
所
の
場
合
と
と
も
に
、
日
本
重
化
学
工
業
の
本
格
的
形
成
の
胎
動
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

社
会
的
資
金
集
中
と
し
て
の
株
式
会
社
形
態
を
採
用
し
た
久
原
鉱
業
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発
直
後
の
不
況
の
な
か
で
資
金
難
に
苦
し

（
１
）
 

み
、
銀
行
間
を
奔
走
し
た
が
失
敗
に
終
り
、
以
来
久
原
鉱
業
は
銀
行
信
用
か
ら
自
立
し
、
資
金
源
を
証
券
市
場
に
求
め
る
に
至
っ
た
。

大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
は
投
機
的
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
貿
易
↓
海
運
↑
造
船
↓
鉄
鋼
と
い
う
産
業
連
鎖
を
た
ど
っ
て
、
彪
大
な
固
定

資
本
投
入
を
要
す
る
重
工
業
部
門
へ
と
次
々
と
垂
直
的
に
多
角
化
を
敢
行
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
重
工
業
多
角
化
を
短
期
的
に

展
開
す
る
場
合
に
直
面
す
る
資
金
的
条
件
を
、
そ
の
典
型
を
な
す
久
原
鉱
業
の
資
金
調
達
構
造
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

す
る
。

－■グ白、グー、￣、￣、

1０９８７６ 
、￣、－'､＝'、－〆、．〃

畝
川
鎮
夫
『
海
運
興
国
史
』
七
五
七
頁
。

『
日
露
漁
業
経
営
史
』
五
二
頁
。

『
日
立
造
船
株
式
会
社
七
五
年
史
』
一
○
七
頁
。

『
久
原
房
之
助
』
二
二
七
頁
。

『
東
洋
経
済
新
報
』
大
正
六
年
八
月
一
五
日
号
三
八
頁
。

Ⅳ
久
原
財
閥
の
資
金
調
達
糖
造
と
持
株
会
社

〔
１
〕



【4４

こ
う
し
て
大
戦
期
重
化
学
多
角
化
に
要
す
る
彪
大
な
投
資
々
金
は
二
度
の
増
資
に
よ
っ
て
証
券
市
場
か
ら
調
達
さ
れ
た
。

株
式
会
社
形
態
を
採
用
し
て
四
年
後
一
九
一
六
年
二
月
第
一
回
目
の
増
資
を
行
っ
（
鐘
。
増
資
四
○
万
株
の
う
ち
一
一
八
万
株
は
旧
株
一

○
株
に
つ
き
新
株
一
四
株
を
割
当
て
、
一
○
万
株
は
公
募
さ
れ
、
残
り
一
一
万
株
は
職
員
に
分
配
さ
れ
、
資
本
金
は
一
千
万
円
か
ら
一
一
一
千

万
円
と
な
っ
た
。
久
原
鉱
業
は
株
式
会
社
改
組
以
来
一
割
五
分
配
当
を
維
持
し
、
一
九
一
五
年
下
期
に
は
一
一
割
八
分
の
高
配
当
を
行
っ

た
た
め
、
長
期
取
引
で
四
○
○
円
と
い
う
高
値
を
記
録
し
た
。
こ
の
よ
う
な
株
価
上
昇
の
な
か
で
、
公
募
株
は
圧
倒
的
人
気
の
う
ち
に
、

最
低
プ
レ
ミ
ア
ム
七
○
円
以
上
の
も
と
に
、
七
六
三
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
一
九
一
六
年
六
月
に
は
旧
・
新
株
が

株
式
上
場
さ
れ
、
久
原
鉱
業
の
擬
制
資
本
市
場
と
の
つ
な
が
り
は
著
し
く
強
化
さ
れ
た
。
一
九
一
六
年
下
期
か
ら
三
期
に
わ
た
っ
て
一
一
一

割
五
分
の
高
配
当
を
つ
づ
け
、
久
原
鉱
業
株
は
鐘
紡
・
郵
船
株
と
な
ら
ん
で
国
宝
株
と
よ
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
熱
狂
的
相
場
の
な
か
で
、
第
一
回
増
資
に
つ
づ
く
こ
と
わ
ず
か
一
年
半
後
の
一
九
一
七
年
七
月
に
新
株
九
○
万
株
の
増

資
を
行
い
、
資
本
金
は
七
五
○
○
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
そ
の
う
ち
六
○
万
株
は
旧
株
一
に
対
し
新
株
一
を
割
当
て
、
二
五
万
株
が

公
募
さ
れ
、
残
り
五
万
株
は
縁
故
募
集
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
資
に
お
い
て
も
、
最
低
プ
レ
ミ
ア
ム
六
五
円
以
上
で
、
実
に
一
九
三
一
一
一
万

円
に
の
ぼ
る
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
収
得
し
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
雄
・
久
原
鉱
業
は
二
度
の
増
資
に
お
い
て
繭
極
的
に
公
募
形
態
を
採
用
し
、
実
に
二
六
九
六
万
円

に
の
ぼ
る
尼
大
な
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
を
も
と
に
重
化
学
多
角
化
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ミ
ア
ム

（
３
）
 

付
公
募
形
態
は
す
で
に
一
九
○
七
年
第
百
銀
行
の
増
資
に
お
い
て
現
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
一
般
化
せ
ず
、
第
一
次
大
戦
期
株
式
ブ

ー
ム
の
な
か
で
普
及
し
全
盛
を
き
わ
め
た
。
山
一
証
券
調
査
に
よ
れ
ば
大
戦
期
公
募
株
式
は
一
九
一
五
年
二
銘
柄
一
九
六
、
一
一
○
○

株
か
ら
一
九
年
に
は
一
一
一
一
一
五
銘
柄
一
一
、
六
四
七
、
○
五
○
株
と
飛
躍
的
に
普
及
し
て
い
｛
起
・
こ
の
よ
う
な
公
募
形
態
の
一
般
化
は
、
株

式
市
場
の
本
格
的
形
成
を
前
提
と
し
て
始
め
て
可
能
と
な
る
。
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
Ⅱ
創
業
者
利
得
を
株
主
か
ら
奪
い
、
「
会
社
自
体
」
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が
収
得
す
る
と
い
う
公
募
形
態
に
お
け
る
「
会
社
自
体
」
の
自
立
化
は
株
式
の
広
汎
な
分
散
に
も
と
づ
く
株
式
の
レ
ン
ト
ナ
ー
化
に
よ

っ
て
実
現
す
る
。
久
原
鉱
業
の
株
主
は
、
第
一
回
増
資
に
よ
っ
て
、
一
九
一
二
年
二
四
名
か
ら
一
六
年
一
八
九
三
名
へ
と
増
大
し
、

さ
ら
に
第
一
一
回
増
資
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
七
一
一
五
九
名
へ
と
激
増
し
た
。
大
戦
期
投
機
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
無
数
の
に
わ
か
成
金
が
生

ま
れ
、
中
間
層
を
中
心
と
す
る
零
細
株
主
層
の
吸
引
に
よ
っ
て
、
株
主
の
レ
ン
ト
ナ
ー
化
の
進
展
を
み
る
に
至
っ
た
。
大
戦
期
に
お
け

る
公
募
形
態
の
一
般
化
は
日
本
に
お
け
る
証
券
Ⅱ
擬
制
資
本
市
場
の
本
格
的
形
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

大
戦
期
に
お
け
る
公
募
形
態
の
普
及
は
証
券
引
受
を
目
的
と
し
た
株
式
現
物
団
の
勃
興
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
現
物
売
買
を
讃
極
的

に
従
事
し
た
株
式
株
式
仲
買
人
お
よ
び
現
物
問
屋
は
一
九
一
○
年
四
分
利
公
債
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
も
と
で
現
物
団
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

を
結
成
し
て
下
引
受
を
行
い
、
さ
ら
に
証
券
の
元
引
受
に
ま
で
進
出
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
東
株
直
取
引
に
お
い
て
は
、
小
池
・
福

島
・
紅
葉
屋
が
、
大
株
直
取
引
に
お
い
て
は
、
竹
原
・
野
村
・
黒
川
が
大
き
な
位
置
を
占
め
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
し
て
東
京
現
物
団
・

大
阪
現
物
団
が
生
ま
れ
、
国
憤
か
ら
社
償
さ
ら
に
株
式
の
引
受
業
務
を
行
う
に
至
っ
た
。
現
物
団
の
公
募
引
受
は
大
戦
直
前
一
九
二

年
尼
崎
紡
織
の
増
資
に
お
い
て
野
村
・
黒
川
・
竹
原
・
高
木
Ⅱ
大
阪
現
物
団
が
引
受
け
た
こ
と
を
噴
矢
と
壷
麺
。
さ
き
に
み
た
大
阪
鉄

工
所
改
組
時
に
お
け
る
部
分
的
公
募
導
入
に
お
い
て
も
こ
の
大
阪
現
物
団
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
て
い
る
。
日
露
戦
後
に
お
け
る
重
化

学
工
業
化
の
端
緒
的
形
成
は
証
券
市
場
に
お
け
る
現
物
団
の
発
生
と
対
応
す
る
。
さ
ら
に
大
戦
期
株
式
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
無
数
の
現

物
団
が
各
地
に
群
生
し
、
積
極
的
に
公
募
株
式
の
引
受
に
の
り
だ
し
た
た
め
公
募
株
式
の
九
割
に
及
ぶ
ほ
と
ん
ど
は
現
物
団
引
受
に
依

存
す
る
に
至
っ
た
。

久
原
鉱
業
の
公
募
株
式
は
「
七
割
ま
で
が
野
村
・
黒
川
・
竹
原
・
高
木
の
四
店
で
結
成
し
た
『
大
阪
現
物
団
』
で
、
し
か
も
売
出
条

件
そ
の
他
い
っ
さ
い
現
物
団
任
せ
で
、
い
わ
ば
も
う
け
放
題
と
り
放
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
有
力
問
屋
は
お
し
よ
せ
る
大
衆
の
役

（
６
）
 

機
熱
を
『
現
物
』
の
形
式
で
処
理
し
た
か
ら
当
時
定
期
出
来
高
の
二
倍
以
上
の
大
量
を
消
化
し
た
」
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
幕
売
出
し



146 

価
格
は
「
均
一
プ
レ
ミ
ア
ム
付
」
で
は
な
く
、
「
最
低
額
以
上
の
プ
レ
ミ
ア
笙
俶
」
で
、
最
低
額
プ
レ
ミ
ア
ム
を
決
め
、
こ
の
額
以
上

、
、

に
最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
も
の
か
ら
順
次
幕
入
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
シ
】
れ
は
機
関
銀
行
を
も
た
な
い
久
原
鉱
業
が
重
化
学
工
業

多
角
化
の
資
金
源
と
し
て
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
に
依
存
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
を
膨
張
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
。

重
化
学
工
業
多
角
化
の
た
め
の
資
金
源
と
し
て
は
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
取
得
と
な
ら
ん
で
割
当
増
資
に
よ
る
社
会
的
資
金
集
中
も
大

き
な
役
割
を
果
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
増
資
に
お
い
て
割
当
増
資
分
一
四
○
○
万
円
に
対
し
て
、
一
九
一
二
年
改
組
以
来
七
期
に

お
け
る
累
積
配
当
総
額
は
わ
ず
か
五
四
○
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
第
二
回
増
資
に
お
い
て
も
、
割
当
増
資
分
三
千
万
円
に
対
し

て
、
第
一
回
増
資
以
来
の
配
当
総
額
は
九
六
四
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
払
込
は
第
一
回
一
二
円
五
○
銭
が
実
施
さ
れ

た
に
と
ど
ま
っ
た
。
結
局
二
回
の
増
資
で
払
込
ま
れ
た
資
金
は
、
二
五
二
五
万
円
で
あ
り
、
配
当
総
額
は
一
五
○
四
万
円
で
あ
り
、
久

原
鉱
業
に
お
い
て
は
、
流
出
し
た
配
当
部
分
の
再
徴
収
を
こ
え
て
、
ひ
ろ
く
社
会
的
に
資
金
を
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
独
占
の
一
角
を

占
め
る
に
至
っ
た
と
は
い
え
、
成
立
ま
も
な
く
急
成
長
を
と
げ
、
さ
ら
に
重
化
学
工
業
へ
積
極
果
敢
に
展
開
し
た
久
原
鉱
業
に
と
っ
て

は
、
自
ら
生
み
出
し
た
利
潤
を
再
徴
収
す
る
だ
け
で
は
投
資
資
金
に
限
界
が
あ
り
、
証
券
市
場
に
吸
収
さ
れ
る
資
金
を
社
会
的
に
集
中

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
章
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
大
戦
期
重
化
学
新
市
場
の
勃
興
の
な
か
で
、
自
ら
の
独
占
力
を
強
化
す
る
水
平
的
拡
大
を
展

開
し
た
大
阪
商
船
は
、
自
ら
生
み
だ
し
た
利
潤
の
自
己
資
本
化
、
す
な
わ
ち
「
自
己
金
融
」
に
よ
っ
て
投
資
々
金
を
調
達
し
た
が
、
積

極
的
に
重
化
学
工
業
部
門
へ
と
乗
直
的
多
角
化
を
展
開
し
た
久
原
鉱
業
は
集
澗
を
こ
え
て
集
中
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
久
原
鉱
業
に
お
け
る
割
当
増
資
に
よ
る
追
加
増
徴
・
公
募
に
よ
る
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
吸
収
な
ど
の
社
会
的
資
金
集
中
機
能

の
貫
徹
は
、
大
戦
期
に
お
け
る
証
券
市
場
の
本
格
的
形
成
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
証
券
流
通
市
場
の
飛
躍
的
拡
大
は
大
戦
ブ

ー
ム
下
の
破
格
の
株
式
利
得
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
大
き
な
限
界
を
も
っ
て
い
た
。
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ま
た
大
戦
期
証
券
市
場
の
飛
畷
的
発
展
の
頂
点
に
立
つ
典
型
的
な
久
原
鉱
業
に
お
い
て
す
ら
公
募
形
態
は
割
当
増
資
形
態
の
優
位
を

く
ず
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
付
株
式
募
集
は
「
株
式
発
行
市
場
に
公
募
全
盛
の
一
時
期
を
築
き
、
発
行
会

社
に
多
額
の
プ
レ
ミ
ア
ム
収
入
を
も
た
ら
し
た
そ
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
」
が
「
発
行
株
式
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
ご
く
わ
ず
か
な
部
分

（
８
）
 

を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
公
募
株
式
へ
の
熱
狂
的
な
応
募
は
、
割
当
増
資
に
よ
っ
て
株
式
に
帰
属
す
る
株
式
プ
レ
ミ

ア
ム
を
基
本
的
誘
因
と
し
、
割
当
増
資
形
態
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
時
価
で
あ
れ
、
と
も
か
く
株
を
取
得

し
株
主
に
な
る
こ
と
が
、
予
想
さ
れ
る
割
当
増
資
を
受
け
巨
額
の
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
取
得
す
る
基
本
条
件
で
あ
っ
た
。
割
当
増
資
に

よ
る
株
主
の
新
株
引
受
権
の
絶
対
的
優
遇
が
証
券
市
場
を
漸
次
拡
大
し
、
つ
い
に
は
反
対
物
・
公
募
形
態
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
こ
の
公
募
形
態
が
割
当
増
資
の
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
取
得
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
公
募
形
態
が
割
当
増
資
形
態
を
圧
倒
し

自
立
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ
の
公
募
と
割
当
増
資
形
態
と
の
関
係
の
う
ち
に
大
戦
期
証
券
市
場
発
展
の
意
義
と

限
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
戦
期
証
券
市
場
の
形
成
は
公
募
形
態
の
一
般
化
を
可
能
と
す
る
本
格
的
発
展
で
は
な
く
、
そ
れ
を
準
備
す

収
さ
れ
る
。

大
戦
盛
況
の
な
か
で
巨
額
の
利
益
を
獲
得
し
た
久
原
鉱
業
は
、
一
方
で
配
当
性
向
を
切
下
げ
、
彪
大
な
内
部
留
保
を
蓄
積
し
た
が
、
一

同
時
に
一
一
一
割
五
分
の
高
配
当
を
実
現
し
て
い
る
。
大
戦
ブ
ー
ム
の
進
展
と
と
も
に
、
払
込
資
本
利
益
率
は
上
昇
し
、
一
九
一
五
年
下
期

か
ら
四
期
連
続
五
割
を
こ
え
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
配
当
率
も
四
期
連
続
三
割
を
こ
え
る
高
配
当
を
記
録
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
高
配
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
配
当
性
向
は
一
九
一
一
一
一
年
六
五
％
の
高
水
準
か
ら
、
一
六
年
上
期
に
は
一
六
・
一
一
一
％
と
い
う
驚
く

ぺ
き
低
下
を
示
し
、
一
八
年
上
期
ま
で
一
一
一
○
％
台
を
推
移
し
た
。
大
戦
イ
ン
フ
レ
に
も
と
づ
く
應
大
な
利
益
が
、
配
当
性
向
の
低
下
と

高
配
当
の
並
存
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
方
に
お
け
る
高
配
当
、
他
方
に
お
け
る
内
部
留
保
の
拡
大
は
、
当
然
株
価

の
急
速
な
騰
貴
を
ひ
き
お
こ
す
。
そ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
と
高
配
当
を
誘
因
と
し
て
、
新
た
に
遊
休
貨
幣
資
本
が
証
券
市
場
に
吸
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第四表久原鉱業の財務表

４
 

３
 

２
 

１
 

－
０
 

（
千
万
円
》

Ｉ 

『日本鉱業株式会社５０年史』「経理関係諸表」より。半期ごと。※ 

る
割
当
増
資
形
態
を
牽
引
力
と
す
る
初
期
的
発
展
で
あ
っ
た
。

》
ろ
割
当
増
資
を
軸
と
す
る
大
戦
期
増
資
ブ
ー
ム
の
段
階
的

意
義
は
、
｜
方
で
証
券
市
場
を
大
き
く
拡
大
し
公
募
形
態
を

生
み
だ
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
公
募
形
態
の
一
層
の
普
及
に
結

び
つ
く
こ
と
な
く
、
第
二
章
で
検
出
し
た
よ
う
に
早
期
的
に

「
自
己
金
融
化
」
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
重
層
性
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

久
原
鉱
業
は
証
券
市
場
の
拡
大
の
な
か
で
、
公
募
形
態
を

秋
極
的
に
採
用
し
て
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
中
心
に
、
資
金
を

ひ
ろ
く
社
会
的
に
集
中
し
て
、
重
化
学
工
業
多
角
化
を
展
開

し
て
ゆ
く
。
結
局
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
下
期
ま
で
の
当

期
利
益
金
六
二
○
○
万
円
の
う
ち
、
三
四
六
○
万
円
が
内
部

に
留
保
さ
れ
、
一
一
七
四
○
万
円
が
配
当
と
し
て
流
出
し
た
が
、

証
券
市
場
か
ら
は
七
四
四
○
万
円
が
集
中
さ
れ
て
、
総
額
一

億
九
百
万
円
の
巨
資
を
わ
ず
か
四
年
間
に
手
に
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
利
潤
の
回
流
部
分
を
こ
え
る
純
然
た
る
社
会

的
資
金
集
中
は
四
七
○
○
万
円
で
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、

そ
の
う
ち
、
一
一
、
七
○
○
万
円
を
占
め
て
い
る
。



こ
の
よ
う
な
配
当
性
向
の
低
下
お
よ
び
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
軸
と
す
る
社
会
的
資
金
集
中
は
、
当
然
積
立
金
勘
定
を
飛
躍
的
に
増
大

さ
せ
る
。
一
九
一
四
年
上
期
に
は
払
込
資
本
金
の
一
五
％
の
一
四
六
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
六
年
、
一
八
年
と
大
き
な
山
を
も

っ
て
急
増
し
、
一
入
年
下
期
に
は
払
込
資
本
金
の
四
分
の
一
一
一
に
匹
敵
す
る
一
一
一
千
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
膨
張
は
二
つ
の
山
を
も
つ
第
二

積
立
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
一
度
の
増
資
に
よ
る
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
取
得
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
積
立

金
一
一
六
一
一
五
万
円
は
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
二
七
○
○
万
円
の
資
本
剰
余
金
形
態
に
他
な
ら
な
い
。
資
本
剰
余
金
を
軸
と
す
る
巨
額
の
積
立

櫛
金
は
一
九
一
八
年
上
期
に
は
、
銀
行
預
金
一
八
四
○
万
円
と
い
う
短
期
流
動
形
態
を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
有
価
証
券
保
有

職へと振り替えられていった。銀行預金は一九二○年上期には五五○万円へと減少し、逆に有価証券は一七年上期に
錘
は
五
六
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
八
年
上
期
一
一
一
四
○
万
円
か
ら
急
増
し
、
二
○
年
上
期
に
は
一
、
八
八
○
万
円
に
達
し
た
。
（
第
四

師
表
参
照
）
す
な
わ
ち
、
公
募
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
資
本
剰
余
金
と
し
て
秋
立
て
ら
れ
た
が
、
休
戦
恐
慌
以
降
、

財蝿
銀
行
預
金
と
い
う
短
期
流
動
形
態
を
と
ら
ず
、
有
価
証
券
へ
投
資
さ
れ
、
固
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
久
原
鉱
業
の
有
価
証
券
保
有
の
内
容

廟
は
第
五
表
に
示
し
た
。
大
戦
期
久
原
鉱
業
は
、
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
と
、
電
力
↓
電
槻
・
化
学
か
ら
な
る
大
戦
期
重
化
学
工
業

峰
の
線
上
で
、
資
本
剰
余
金
に
よ
る
有
価
証
券
投
資
を
戦
略
武
器
と
し
て
、
日
立
製
作
所
・
東
洋
製
鉄
・
久
原
商
事
・
合
同
肥
料
株
を
保

業錘
有
し
、
自
ら
持
株
会
社
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と釘
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
を
主
戦
場
と
す
る
世
界
大
戦
の
勃
発
に
と
も
な
う
輸
入
代
替
化
の
絶
好
の
チ
ァ
ン
ス
に
、
鈴
木
・
久
原
・
松
方
・
浅
野

期
・

鍬
な
ど
の
冒
険
的
資
本
群
は
重
工
業
を
中
心
に
多
角
化
を
展
開
し
、
自
ら
持
株
会
社
化
し
て
、
「
新
興
」
財
閥
化
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ

承
に
と
も
な
う
彪
大
な
投
資
々
金
の
調
達
に
お
い
て
、
久
原
鉱
業
の
よ
う
に
証
券
市
場
に
立
脚
し
て
資
金
を
社
会
的
に
集
中
す
る
タ
イ
プ

篇
と
な
ら
ん
で
、
鈴
木
商
店
・
川
崎
造
船
所
の
よ
う
な
機
関
銀
行
と
結
合
し
て
、
銀
行
信
用
を
動
員
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
こ
の
機
関
銀

４
 

９
 

１
行
型
の
事
例
と
し
て
川
崎
造
船
所
の
資
金
調
達
の
特
質
を
対
比
の
意
味
で
簡
単
に
補
足
し
て
お
こ
う
。
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第
二
に
、
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
に
社
運
を
賭
け
た
川
崎
造
船
所
は
、
休
戦
後
の
実
現
問
題
の
顕
在
化
に
対
し
、
川
崎
・
国
際
汽
船

を
創
設
し
、
払
込
資
本
金
を
こ
え
る
五
、
七
三
○
万
円
の
有
価
証
券
に
投
下
し
た
が
、
こ
の
有
価
証
券
投
資
は
船
舶
Ⅱ
現
物
出
資
で
あ

り
、
新
た
に
多
角
化
の
た
め
の
投
資
々
金
を
用
意
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
う
え
に
、
そ
の
過
程
で
銀
行
信
用
が
総
動
員
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
国
際
汽
船
の
設
立
に
さ
い
し
「
債
務
に
悩
む
社
外
船
主
か
ら
船
舶
提
供
に
対
し
て
船
舶
の
全
部
を
株
式
交
付
と
せ
ず
、
一
部
を
現

金
で
交
付
せ
よ
と
の
藝
製
」
が
出
さ
れ
、
船
舶
ト
ン
当
た
り
一
一
一
五
二
円
の
半
額
を
現
物
出
資
と
し
、
残
り
半
額
は
現
金
で
買
い
取
る
方

式
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
買
取
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
「
ト
ン
当
た
り
一
一
一
五
円
は
興
銀
・
第
一
・
十
五
・
浪
華
の
四
銀
行
で
発
行

し
た
社
債
手
取
金
で
、
ト
ン
当
た
り
五
○
円
は
興
銀
を
通
じ
て
の
大
蔵
省
預
金
部
融
資
資
金
」
、
と
銀
行
信
用
お
よ
び
国
家
信
用
が
総

動
員
さ
れ
た
。
こ
の
四
行
引
受
社
債
二
、
六
五
○
万
円
は
「
発
行
成
績
は
思
わ
し
く
な
く
、
応
募
額
の
一
、
一
一
一
一
一
一
万
四
千
円
（
釦
％
）
、

ま
ず
第
一
に
久
原
鉱
業
は
秋
極
的
に
公
募
形
態
を
採
用
し
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
多
角
化
に
投
じ
た
の
に
対
し
、
川
崎
造
船
所
は
公

募
形
態
を
採
用
し
て
い
な
い
。
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
一
一
回
、
戦
後
恐
慌
の
さ
な
か
に
一
回
、
計
三
回
の
増
資
が
行
わ
れ
た
が
、
す
べ
て
割

当
増
資
で
麩
泄
、
財
務
政
策
の
根
幹
は
資
金
を
社
会
的
に
集
中
す
る
よ
り
も
、
配
当
性
向
を
で
き
る
だ
け
切
下
げ
、
社
外
流
出
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
さ
ら
に
社
外
に
流
出
し
た
利
潤
は
割
当
増
資
に
よ
っ
て
再
徴
収
す
る
と
い
う
利
潤
の
全
額
自
己
資
本
化
を
志
向
す
る

「
自
己
金
融
化
」
に
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
上
期
か
ら
一
二
年
上
期
に
お
い
て
実
現
し
た
利
潤
総
額
。
一
○
、
九
○
九
万
円
の
う
ち
、

五
、
八
六
六
万
円
が
社
内
に
留
保
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
、
七
五
○
万
円
が
無
償
割
当
に
よ
っ
て
資
本
金
に
ふ
り
か
え
ら
れ
、
配
当
さ
れ
た

五
、
○
四
三
万
円
の
う
ち
二
、
九
九
五
万
円
が
割
当
増
資
に
よ
っ
て
再
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
川
崎
造
船
所
の
大
戦
期
「
自
己

金
融
化
」
は
、
投
機
的
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
建
造
に
よ
る
、
払
込
資
本
金
を
凌
駕
す
る
灘
く
ぺ
き
イ
ン
フ
レ
利
得
の
実
現
に
支
え
ら
れ
て

い
た
。
ブ
ー
ム
期
に
お
い
て
は
通
税
と
は
逆
に
「
自
己
金
触
化
」
を
強
め
銀
行
信
用
Ⅱ
機
関
録
行
へ
の
依
存
度
は
後
退
し
、
恐
慌
を
転

機
に
逆
転
す
る
。
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残
額
は
引
受
銀
行
の
背
負
込
み
」
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
第
二
次
船
舶
提
供
に
お
い
て
は
社
債
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
「
三
、
一

（
ｕ
）
 

九
八
万
九
千
円
は
各
行
自
己
資
金
を
以
て
、
川
崎
造
船
所
・
鈴
木
直
吉
等
の
保
証
」
に
よ
る
借
入
金
形
式
が
と
ら
れ
た
。
国
際
汽
船
へ

の
有
価
証
券
投
資
は
一
銭
の
資
金
も
要
し
な
い
現
物
出
資
で
あ
り
、
逆
に
五
、
八
四
○
万
円
に
の
ぼ
る
銀
行
信
用
が
動
員
さ
れ
た
た
め
、

久
原
鉱
業
の
よ
う
に
多
角
化
の
た
め
の
投
資
々
金
を
求
め
て
公
募
形
態
を
積
極
的
に
採
用
す
る
必
要
が
な
く
、
銀
行
信
用
の
動
員
も
売

買
形
式
を
と
っ
た
た
め
に
、
表
面
の
数
字
の
う
え
で
は
「
自
己
金
融
」
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
川
崎
造
船
所
は
不
況
下
に
お
い
て
も
、
鉄
鋼
・
飛
行
機
・
自
動
車
へ
と
重
工
業
を
包
括
す
る
全
面
的
な
多
角
化
を
敢
行
と

て
い
っ
た
が
、
利
潤
率
激
減
の
な
か
で
の
尼
大
な
投
資
々
金
の
要
請
に
対
し
て
一
九
一
一
○
年
の
戦
後
恐
慌
の
さ
な
か
、
四
、
五
○
○
万

円
に
及
ぶ
増
資
を
断
行
し
、
資
金
を
社
会
的
に
集
中
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
不
況
で
あ
っ
た
た
め
公
募
形
態
は
採
用
し
う
る
も

の
で
は
な
く
、
割
当
増
資
に
よ
る
半
強
制
的
な
増
徴
と
い
う
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
恐
慌
の
深
化
と
と
も
に
、
社

債
・
支
払
手
形
の
形
態
を
と
っ
て
、
銀
行
信
用
が
総
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
。

大
戦
期
に
お
け
る
造
船
業
を
中
心
と
す
る
重
化
学
工
業
化
の
な
か
で
、
大
戦
前
、
早
期
に
独
占
化
し
て
い
っ
た
大
阪
商
船
は
、
大
阪

鉄
工
所
と
の
あ
い
だ
に
大
規
模
分
業
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
、
有
価
証
券
投
資
を
独
占
力
を
強
化
す
る
水
平
的
拡
大
に
限
定
し
、
つ
い

に
重
工
業
多
角
化
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
「
自
己
金
融
」
（
Ⅱ
集
積
に
よ
る
拡
大
再
生
産
）
を
維
持
し
た
の
に
対
し
、
久
原
鉱
業

は
彪
大
な
固
定
資
本
を
要
す
る
重
化
学
工
業
多
角
化
を
展
開
し
た
た
め
に
、
積
極
的
に
証
券
市
場
に
立
脚
し
て
資
金
を
社
会
的
に
集
中

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〆■、￣、グー、

３２１ 
，－プ－－、－夢

『
東
洋
経
済
新
報
』
大
正
八
年
一
月
五
日
号
五
一
頁
。

久
原
鉱
業
の
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
『
日
本
鉱
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
の
「
経
理
関
係
諸
表
」
を
利
用
し
た
。

『
山
一
証
券
史
』
一
六
二
頁
。
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鈴
木
・
久
原
・
松
方
・
浅
野
・
古
河
な
ど
の
投
機
的
冒
険
資
本
家
た
ち
は
、
大
戦
期
的
投
機
的
ブ
ー
ム
の
な
か
で
流
通
基
盤
の
変
化

に
支
え
ら
れ
て
、
貿
易
↓
海
運
↓
造
船
↓
鉄
鋼
の
連
鎖
を
た
ど
っ
て
有
価
証
券
投
資
を
武
器
と
し
て
秋
極
的
に
多
角
化
を
展
開
し
て
い

っ
た
が
、
休
戦
恐
慌
さ
ら
に
一
九
二
○
年
戦
後
恐
慌
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
飛
躍
的
発
展
を
支
え
た
投
機
的
イ
ン
フ
レ
は
終
息
し
て
い

っ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
鈴
木
商
店
・
久
原
商
事
・
古
河
商
事
な
ど
の
投
機
的
貿
易
商
業
資
本
が
破
綻
し
、
つ
づ
い
て
貿
易
↓
海
運

↓
造
船
↓
鉄
鋼
の
連
鎖
を
た
ど
っ
て
不
況
が
波
及
し
、
か
か
る
大
戦
期
多
角
化
を
主
体
的
に
に
な
っ
た
「
新
興
」
財
閥
は
彪
大
な
債
務

を
負
い
、
崩
壊
の
淵
に
沈
ん
で
い
っ
た
。
大
戦
期
に
お
け
る
流
通
を
主
導
と
す
る
投
機
的
重
工
業
化
は
、
一
九
二
○
年
代
慢
性
不
況
の

合
理
化
の
な
か
で
そ
の
投
機
的
性
格
を
そ
ぎ
お
と
し
、
重
工
業
と
し
て
自
立
し
う
る
技
術
的
基
礎
を
極
得
し
、
一
九
三
○
年
代
重
化
学

新
興
財
閥
に
ひ
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
重
化
学
工
業
化
に
お
け
る
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
か
ら
一
九
三
○
年
代
新
興
財
閥
へ

の
転
回
は
、
持
株
会
社
を
め
ぐ
る
財
閥
形
態
の
転
回
・
再
編
に
よ
っ
て
そ
の
資
金
的
基
礎
を
獲
得
す
る
。
次
に
そ
の
典
型
を
な
す
久
原

（
ｕ
）
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
二
○
四
頁
。

（
８
）
『
山
一
証
券
史
』
一
六
二
頁
。

（
９
）
大
戦
期
増
資
方
法
に
つ
い
て
は
二

（
、
）
『
川
崎
汽
船
五
十
年
史
』
三
九
頁
。

（
７
）
野
田
正
穂
「
満
州
事
変
以
降
に
お
け
る
わ
が
国
株
式
市
場
の
構
造
変
化
に
つ
い
て
」
（
『
経
済
志
林
』
三
十
巻
二
号
）
’
五
四
頁
。

（
６
）
松
永
定
一
『
北
浜
盛
衰
記
』
一
三
九

に
四
九
三
社
の
多
き
に
お
よ
ん
で
い
る
」
。

（
４
）
同
上
七
二
表

（
５
）
同
上
二
三
頁
。

大
戦
期
増
資
方
法
に
つ
い
て
は
『
東
洋
経
済
第
六
回
株
式
会
社
年
鑑
』
「
備
考
欄
」
に
よ
る
。

七
一
一
表
一
七
三
頁
。

一
一
一
九
頁
松
永
に
よ
れ
ば
「
五
年
一
一
月
か
ら
九
年
四
月
に
い
た
る
約
四
年
間
の
」
プ
レ
ミ
ア
ム
付
売
出
は
「
実



榊
年
上
勤
回
隅
凉
一

機繩
所
は
国
際
汽
船

蝿
「
評
価
額
三
零

の四
一
二
割
九
分
に
も
》

財判
れ
た
の
で
あ
る
。

噺
こ
の
よ
う
な
坐

と化
っ
た
が
、
戦
後
両

業誕
大
霧
散
し
て
し
一

と血
に
減
価
し
た
有
症

期辨
難
で
あ
り
、
銀
二

款
価
を
意
味
し
、
衲
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こ
の
よ
う
な
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
は
尼
大
な
る
積
立
金
を
多
角
化
の
た
め
の
有
価
証
券
保
有
に
投
下
し
自
ら
持
株
会
社
化
し
て
い

っ
た
が
、
戦
後
恐
慌
の
株
価
暴
落
と
と
も
に
、
そ
の
資
産
価
値
は
激
減
し
、
彪
大
な
秋
立
金
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
と
し
て
一
瞬
に
し

大
霧
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
商
事
部
門
を
中
心
と
す
る
彪
大
な
債
務
の
累
積
に
対
し
て
、
充
当
さ
れ
る
ぺ
き
積
立
金
は
無
価
値

に
減
価
し
た
有
価
証
券
に
固
定
し
、
激
し
い
資
金
逼
迫
に
さ
ら
さ
れ
た
。
こ
の
資
金
難
に
対
し
て
、
株
価
暴
落
の
な
か
で
は
増
資
は
困

難
で
あ
り
、
銀
行
信
用
に
依
存
す
る
以
外
に
途
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
有
価
証
券
の
価
値
減
価
は
銀
行
信
用
に
お
け
る
担
保
価
値
の
減

価
を
意
味
し
、
担
保
物
件
の
追
加
な
く
し
て
は
、
現
在
の
与
え
ら
れ
た
信
用
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
久
原
房
之
助
は
一
九
一
一
○
年
一
二
月
恐
慌
の
さ
な
か
、
「
経
営
意
志
の
統
一
と
伝
達
、
各
事
業
部
門
間
の
連
絡
調
整
に
資
す

る
と
と
も
に
こ
れ
を
も
っ
て
名
実
と
も
に
傘
下
事
業
の
中
核
た
ら
し
め
よ
う
」
と
資
本
金
一
千
万
円
の
合
名
会
社
久
原
本
店
を
創
設
し

合
名
会
社
か
ら
日
本
産
業
株
式
会
社
へ
の
持
株
会
社
形
態
の
転
回
を
展
望
す
る
。

一
九
二
○
年
戦
後
恐
慌
が
勃
発
す
る
や
、
株
式
投
機
ブ
ー
ム
は
崩
壊
し
、
株
価
は
暴
落
・
停
滞
し
、
「
新
興
」
財
閥
が
保
有
す
る
膳

て
な
有
価
証
券
は
大
幅
に
減
価
し
て
ゆ
き
、
應
大
な
積
立
金
は
一
片
の
紙
片
に
変
じ
て
し
ま
っ
た
。
久
原
鉱
業
の
保
有
株
式
の
う
ち
、

日
立
製
作
所
を
の
ぞ
い
て
、
久
原
商
事
。
合
同
肥
料
・
東
洋
製
鉄
は
破
綻
状
態
に
陥
り
、
激
し
く
価
値
減
価
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
一
○

年
五
○
八
万
円
、
一
一
一
一
年
二
○
○
万
円
、
一
一
四
年
一
一
一
一
九
四
円
、
計
一
、
○
一
一
七
万
円
が
有
価
証
券
評
価
損
と
し
て
お
と
さ
れ
、
二
六

年
上
期
の
時
点
で
有
価
証
券
評
価
額
は
一
、
一
九
七
万
円
に
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
過
大
評
価
は
免
れ
な
か
っ
た
。
川
崎
造
船

所
は
国
際
汽
船
一
○
一
一
万
七
、
六
四
○
株
、
川
崎
汽
船
三
九
、
万
九
三
一
五
株
を
所
有
し
て
い
た
が
、
一
九
二
六
年
下
期
に
お
い
て
は

（
１
）
 

「
評
価
額
三
五
六
四
万
円
」
に
対
し
て
「
時
価
は
値
に
六
四
○
万
円
」
ヘ
と
減
価
し
「
こ
ん
な
実
闘
の
株
式
に
自
社
の
払
込
資
金
の
一

（
２
）
 

三
割
九
分
に
も
相
当
す
る
放
資
を
行
ふ
て
を
る
こ
と
が
如
何
に
当
社
の
資
産
状
態
に
由
々
敷
き
弱
点
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
評
さ
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垣
そ
の
所
有
株
式
は
第
五
表
の
如
く
で
、
日
本
汽
船
・
久
原
商
事
は
破
産
し
、
そ
の
資
産
価
値
は
ゼ
ロ
に
近
く
久
原
鉱
業
だ
け
が
担

保
能
力
を
も
っ
て
い
た
。

金
融
逼
迫
の
な
か
で
、
株
式
担
保
に
よ
る
銀
行
信
用
を
導
出
す
る
た
め
に
、
久
原
家
所
有
の
有
価
証
券
を
総
動
員
し
、
担
保
設
定
の

組
織
的
掌
握
機
関
と
し
て
持
株
合
名
会
社
を
創
設
し
た
が
、
恐
慌
の
な
か
で
株
価
は
暴
落
し
、
担
保
能
力
は
ゼ
ロ
近
く
ま
で
低
下
し
て

い
っ
た
。
担
保
価
値
の
下
落
は
銀
行
信
用
の
縮
減
と
い
う
危
機
的
事
態
を
ひ
き
お
こ
す
た
め
、
銀
行
信
用
を
維
持
す
た
め
に
は
で
き
う

る
か
ぎ
り
株
価
の
減
価
を
阻
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
不
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
立
金
が
あ
る
か
ぎ
り
高
配
当
が
つ
づ
け
ら

れ
た
。
久
原
鉱
業
は
久
原
財
閥
が
危
機
に
頻
し
た
一
九
一
一
五
年
上
期
に
六
分
、
上
期
に
七
分
配
当
を
行
い
、
さ
ら
に
、
重
役
に
よ
る
株

価
裏
操
作
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
久
原
房
之
助
の
右
腕
中
山
説
太
郎
が
「
久
原
の
黒
幕
と
な
っ
て
一
一
八
・
九
円
か
ら
一
一
一
・
○
円

へ
と
つ
り
あ
げ
、
「
株
を
抵
当
に
脇
獺
」
を
引
出
し
た
の
で
あ
る
。
川
崎
造
船
所
お
い
て
も
、
一
九
二
○
年
下
期
ま
で
四
割
が
続
行
さ

れ
、
一
一
六
年
下
期
ま
で
、
一
一
割
、
一
割
五
分
、
一
割
と
一
割
以
上
の
高
配
当
が
断
行
さ
れ
た
。

株
式
の
担
保
能
力
の
低
下
の
さ
い
に
、
久
原
財
閥
は
新
た
に
不
動
産
担
保
貸
出
を
ひ
き
だ
す
ぺ
く
、
一
九
二
一
一
年
五
月
株
式
会
社
久

原
用
地
部
（
一
千
万
円
）
を
設
立
し
、
久
原
商
事
破
綻
に
と
も
な
う
整
理
資
金
六
百
万
円
を
「
台
湾
銀
行
か
ら
融
資
を
う
け
る
さ
い
に

そ
の
担
保
提
供
の
任
に
あ
た
《
濯
」
。
こ
う
し
て
大
戦
期
に
は
証
券
市
場
に
立
脚
し
機
関
銀
行
を
も
た
ず
重
化
学
工
業
化
を
展
開
し
た

久
原
財
閥
は
、
戦
後
の
慢
性
不
況
下
の
証
券
市
場
の
停
滞
の
な
か
で
増
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
株
式
担
保
・
不
動
産
担
保
を
総
動

員
し
て
、
銀
行
信
用
の
導
入
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
減
価
し
た
有
価
証
券
、
換
金
困
難
な
不
動
産
担
保
に
対
し
て
、

一
一
一
井
銀
行
は
拒
否
し
、
結
局
首
相
原
敬
、
蔵
相
高
橋
是
清
な
ど
の
政
治
折
衝
に
よ
っ
て
台
湾
銀
行
が
救
済
融
資
を
投
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
台
湾
銀
行
お
よ
び
朝
鮮
銀
行
が
久
原
「
新
興
」
財
閥
の
救
済
銀
行
と
し
て
登
場
す
る
。

大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
の
再
生
産
的
起
点
を
な
す
投
機
的
貿
易
活
動
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
台
銀
・
朝
銀
の
外
国
為
替
業
務
と
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第五表久原財閥における有価証券保有の構成

ヨコＥ１ＦＬ雛

※久原本店所有については『久原房之助』３１１頁より引用

久原鉱業所有については『東洋経済新報』大正10年11月１９日
号より引用

日本汽船所有については『東洋経済・株式会社年鑑』第一巻より抽出

相
乗
し
あ
い
な
が
ら
飛
躍
的
な
膨
張
を
と
げ
、
さ
ら
に
「
新
興
」
財
閥

が
重
化
学
工
業
へ
多
角
化
す
る
に
と
も
な
い
事
業
資
金
を
も
投
じ
た
が
、

戦
後
恐
慌
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
資
金
が
回
収
困
難
と
な
り
固
定
化
す
る

や
、
救
済
融
資
機
関
と
し
て
結
合
の
度
合
を
さ
ら
に
強
め
て
い
っ
た
。

一
九
一
一
○
年
戦
後
恐
慌
後
、
投
機
的
発
展
基
盤
を
喪
失
し
、
破
滅
的
打

撃
を
こ
う
む
っ
た
「
新
興
」
財
閥
グ
ル
ー
プ
は
台
湾
銀
行
を
自
分
ら
の

救
済
銀
行
に
し
た
て
、
さ
ら
に
日
本
銀
行
を
ひ
き
づ
り
、
こ
こ
に
「
新

興
」
財
閥
－
台
海
銀
行
ｌ
日
本
銀
行
と
い
う
救
済
融
資
系
列
が
成
立
し
、

戦
後
慢
性
不
況
の
台
風
の
眼
と
な
る
。
台
湾
銀
行
に
お
け
る
震
災
手
形

大
口
債
務
は
、
鈴
木
系
七
、
五
○
一
万
円
、
久
原
系
一
一
、
○
四
四
万
円
、

浅
野
系
三
八
六
万
円
と
「
新
興
」
財
閥
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
た
。
松

方
系
は
十
五
銀
行
を
通
じ
て
少
く
と
も
一
、
○
四
○
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。

ま
さ
に
大
戦
期
「
新
興
」
財
閥
を
欠
落
さ
せ
て
は
、
日
本
銀
行
の
救
済

銀
行
化
に
集
約
さ
れ
る
一
九
一
一
○
年
代
慢
性
不
況
の
構
造
把
握
は
不
可

能
と
な
る
。

大
戦
ブ
ー
ム
か
ら
一
九
二
○
年
恐
慌
に
か
け
て
「
新
興
」
財
閥
は
、

有
価
証
券
担
保
貸
出
の
た
め
の
組
織
的
整
備
の
要
請
か
ら
、
鈴
木
合
名

会
社
・
久
原
本
店
・
松
商
会
・
浅
野
同
族
会
社
・
古
河
合
名
会
社
な
ど

1919 

久jji（

株数 ％ 

1921 

久､;て

年５月

鉱業所有

株数 ％ 

1922年６月

日本汽船所有
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久原鉱業

日立製作所
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日本汽船
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持
株
会
社
を
創
設
し
、
財
閥
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
し
て
の
本
格
的
な
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
新
興
」
財
閥
の
持
株
会
社
形

態
の
採
用
に
よ
る
機
構
整
備
は
極
め
て
不
充
分
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

最
も
整
備
さ
れ
た
久
原
財
閥
に
お
い
て
も
、
持
株
支
配
の
二
元
性
を
克
服
し
え
な
か
っ
た
。
持
株
会
社
久
原
本
店
を
頂
点
に
し
て
、

持
株
会
社
化
し
た
久
原
鉱
業
・
日
本
汽
船
を
媒
介
項
と
し
て
久
原
商
事
・
日
立
製
作
所
・
大
阪
鉄
工
所
・
東
洋
製
鉄
・
合
同
肥
料
。
共

保
生
命
を
支
配
す
る
重
層
的
構
造
に
お
い
て
、
久
原
の
個
人
所
有
と
久
原
鉱
業
の
法
人
所
有
が
一
元
化
さ
れ
ず
並
存
し
て
い
る
。
久
原

鉱
業
自
身
の
持
株
会
社
化
は
恐
慌
下
の
有
価
証
券
減
価
に
よ
っ
て
久
原
鉱
業
の
財
務
が
圧
迫
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、
そ
の
過
渡
的
不
安

定
性
を
暴
露
し
て
い
っ
た
。
久
原
家
所
有
は
、
久
原
鉱
業
が
か
か
え
る
有
価
証
券
を
買
い
取
っ
て
、
旧
財
閥
が
と
る
家
族
所
有
的
持
株

会
社
に
よ
る
一
元
支
配
を
行
う
だ
け
の
力
量
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
久
原
家
所
有
と
久
原
鉱
業
の
有
価
証
券
所
有
と

の
二
元
化
は
、
重
化
学
工
業
多
角
化
に
要
す
る
彪
大
な
投
資
々
金
を
久
原
家
個
人
が
引
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
久
原
鉱
業
の
公
募
増

資
に
よ
っ
て
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
が
集
め
ら
れ
た
こ
と
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
戦
期
証
券
市
場
に
お
け
る
個
人
所

有
に
対
す
る
法
人
所
有
の
相
対
的
増
大
と
そ
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
二
○
年
代
慢
性
不
況
の
な
か
で
不
良
有
価
証
券
を
か
か
え
た
久
原
鉱
業
は
、
絶
え
ず
金
融
逼
迫
に
さ
ら
さ
れ
危
機
的

事
態
に
お
い
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
有
価
証
券
担
保
貸
出
を
も
と
め
て
、
旧
財
閥
型
の
家
族
所
有
的
持
株
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
金

（
６
）
 

融
梗
塞
は
一
向
に
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
転
し
て
「
久
原
鉱
業
の
持
株
会
社
移
行
」
に
よ
る
一
一
兀
化
が
試
み
ら
れ
た
。
一
九
二

九
年
、
久
原
房
之
助
の
あ
と
を
ま
か
さ
れ
た
鮎
川
義
介
は
持
株
会
社
日
本
産
業
株
式
会
社
を
創
設
し
、
一
九
三
一
一
年
一
万
五
千
名
を
こ

え
る
尼
大
な
株
主
を
基
礎
に
、
「
年
来
の
構
想
た
る
日
産
持
株
の
公
開
、
す
な
わ
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
利
得
の
再
投
資
に
よ
る
傘
下
企
業
範

（
７
）
 

囲
の
拡
大
強
化
、
ひ
い
て
は
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
育
成
の
第
一
歩
を
踏
み
」
だ
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
持
株
株
式
会
社
を
創
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
元
的
支
配
の
過
渡
的
不
安
定
性
を
除
去
し
な
が
ら
、
久
原
鉱
業
が
展
開
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
利
得
に
よ
る
再
投
資
Ⅱ
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多
角
化
戦
略
を
継
承
し
、
旧
財
閥
と
は
異
質
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
金
融
Ⅱ
支
配
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
流
通
を
主
導
と
す
る
投

機
的
な
大
戦
期
重
工
業
「
新
興
」
財
閥
は
、
一
九
二
○
年
代
金
解
禁
政
策
の
な
か
で
、
そ
の
流
通
主
導
の
投
機
的
性
格
を
そ
ぎ
お
と
さ

れ
、
勃
興
す
る
証
券
市
場
を
基
盤
と
し
法
人
所
有
を
徹
底
し
た
、
開
か
れ
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
金
融
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術

合
理
的
な
一
九
三
○
年
代
重
化
学
新
興
財
閥
Ⅱ
日
産
へ
と
再
編
Ⅱ
転
回
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
篇
一
一
四
巻
』
（
諸
休
業
銀
行
）
破
綻
原
因
及
其
整
理
（
十
五
銀
行
）
」
四
九
五
頁
。

（
２
）
『
東
洋
経
済
新
報
』
大
正
一
○
年
一
月
二
一
一
日
号
二
九
頁
。

（
３
）
『
久
原
房
之
助
』
三
一
一
頁
。

（
４
）
『
同
上
三
一
八
頁
お
よ
び
『
大
株
五
十
年
史
』
一
○
四
頁
参
照
。

（
５
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
篇
二
一
一
巻
』
「
関
東
漉
災
ヨ
リ
昭
和
二
年
金
融
恐
慌
二
至
ル
我
財
界
」
八
七
八
頁
。

（
６
）
『
日
本
鉱
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
六
五
頁
。

￣、￣、￣、グ■、￣、￣、グー、

７６５４３２１ 
、＝戸～夕～ジ、－グ～〆、－、￣

同
上
八
七
頁
。

（
脱
稿
一
九
七
四
・
八
・
一
○
）


